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予 算 委 員 会 会 議 録 

 

１ 日時 平成２７年３月１０日（火曜日） 

 午前９時３０分～午後６時３０分 

２ 場所 委員会室 

３ 出席委員 髙 木 法 生 委 員 長 下 井 克 己 副委員長 

 竹 岡 昌 治 委 員 徳 並 伍 朗 委 員 

 荒 山 光 広 委 員 西 岡  晃 委 員 

 河 本 芳 久 委 員 岩 本 明 央 委 員 

 山 中 佳 子 委 員 三 好 睦 子 委 員 

 萬 代 泰 生 委 員 馬屋原 眞 一 委 員 

 俵   薫 委 員 坪 井 康 男 委 員 

 秋 枝 秀 稔 委 員 猶 野 智 和 委 員 

 秋 山 哲 朗 議 長 岡 山  隆 副 議 長 

４ 欠席委員 な し 

５ 出席した事務局職員 

 石 田 淳 司 議会事務局長 大 塚  享 議会事務局係長 

 野 尻 登志枝 議会事務局企画員 

６ 説明のため出席した者の職氏名 

 村 田 弘 司 市 長 林  繁 美 副 市 長 

 永 冨 康 文 教 育 長 波佐間   敏 総 務 部 長 

 篠 田 洋 司 市長統合戦略局長 田 辺  剛 総合政策部長 

 井 上 孝 志 市民福祉部長 三 浦 洋 介 市民福祉部次長 

 杉 原 功 一 市民福祉部次長 西 田 良 平 建設経済部長 

 藤 澤 和 昭 総合観光部長 山 田 悦 子 教育委員会事務局長 

 末 岡 竜 夫 教育委員会事務局次長 久 保  毅 会計管理者 

 倉 重 郁 二 美東総合支所長 奥 田 源 良 秋芳総合支所長 

 阿 野 一 俊 消 防 長 松 永  潤 消防本部次長 

 大 野 義 昭 総 務 課 長 白 井 栄 次 財 政 課 長 

 細 田 清 治 税 務 課 長 秋 本 勝 彦 収納対策課長 
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 佐々木 昭 治 企画政策課長 中 村 壽 志 建 設 課 長 

 河 村 充 展 商工労働課長 志 賀 雅 彦 農 林 課 長 

 繁 田  誠 観光総務課長 綿 谷 敦 朗 観光振興課長 
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 原 川  章 消防本部警防課長 岡 崎 寿 徳 消防本部予防課長 

７ 会議の次第は次のとおりである。 
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午前９時３０分開会 

○委員長（髙木法生君） 昨日に引き続きまして、委員会を開きます。まず、商工費

を議題といたします。執行部より説明を求めます。河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） それでは、商工費につきまして御説明をさせていた

だきます。予算書につきましては２３０ページから、予算の概要につきましては６

２ページからになります。 

７款商工費・１項商工費・１目商工総務費でございます。予算書のほう、２３２

ページのほうをお願いしたいと思います。主な内容につきましては、竹材等資源活

用事業におきまして、３，２４１万７，０００円を計上いたしております。内訳と

いたしましては、指定管理委託料として、１，５１７万３，０００円、竹材等資源

活用事業運営補助金といたしまして、美祢農林開発株式会社に昨年と同額の補助金

として、１，７００万円を計上いたしております。また、第三セクター改革推進事

業として、引き続き、美祢市第三セクター改革推進委員会を開催する経費として、

３６万７，０００円を計上いたしております。 

次に、２目商工振興費でございます。主な内容といたしましては、商工業活性化

事業として、商工会運営補助金１，３３０万円、また、漫画やアニメーションを活

用した商工業振興策について調査を行うための商工業振興調査事業費１５０万円を

計上いたしております。 

次に、小規模企業者融資事業として、２，４５７万３，０００円を計上しており

ますが、このうち、商工組合中央金庫預託金及び制度融資預託金、合計２，３３３

万５，０００円につきましては、予算書のほう、１０４ページ、１０５ページをお

願いしたいと思います。右のページでいきますと上から４段目になりますけども、

２０款諸収入・３項貸付金元利収入・３目商工貸付金元利収入の中の中小企業貸付

金元利収入、８，２５１万５，０００円を計上しておりますけども、このうち、２，

３３３万５，０００円が先ほど申しました、小規模企業者関係の元利収入となりま

す。なお、残りの５，９１８万円につきましては、このあと御説明させていただき

ますが、中小企業者融資事業に関する預託金に係る元利収入となります。 

予算書の２３２、２３３にお戻りいただければと思います。一番下段のところ、

００４交流人口拡大事業でございます。こちらで５９９万円を計上いたしておりま

す。内訳につきましては、「みね桜まつり」及び「美祢ランタンナイトフェスティバ
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ル」この二つのイベントに対しまして、事業補助を行うものであります。 

続きまして、中小企業者融資事業につきまして、昨年９月に創設いたしました「み

ね発らつあきない応援資金融資」に要する経費として、７，５９８万円を計上いた

しております。このうちの元利収入は先ほど御説明させていただいたとおりでござ

います。 

続きまして、３目流通対策経費でございます。流通対策費として、消費者問題に

対する事業経費１９０万６，０００円を計上いたしております。このうち、消費者

相談窓口機能強化事業及び消費者自立支援事業につきましては、地方消費者行政推

進事業補助金といたしまして、１７７万円の歳入を見込んでおります。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 綿谷観光振興課長。 

○観光振興課長（綿谷敦朗君） それでは、予算書の２３６、２３７ページをお開き

願います。７款商工費・１項商工費・４目観光費でございます。予算の概要では６

４ページでございます。 

まず、００３観光推進体制強化事業であります。美祢市観光協会補助金といたし

まして、１，０８５万４，０００円を計上しております。これは、運営費補助とし

て協会の専務理事の人件費、及び役員の手当てでございます。 

また、第３種旅行業登録運営業務補助金３００万円を計上しております。これは、

美祢市観光協会が第３種旅行業者として登録を行う際の財産的基礎部分を補助する

ものであります。 

次に、００４情報発信体制強化事業として、やまぐち幕末ＩＳＨＩＮ祭ｉｎ美祢

運営事業１８２万円を計上しております。主なものとして、和服制作委託料１００

万円、明治維新関連のパンフレットの印刷製本費１５万円、新聞・雑誌等への広告

料５０万円でございます。 

続きまして、００５観光振興計画推進事業といたしまして、来訪者意識調査・動

態調査事業委託料１４９万１，０００円を計上しております。予算の概要では６５

ページの上段でございます。 

市内の観光資源の有効活用及び来訪者のニーズを捉えた新たな観光振興策の実施

のために来訪者意識及び動態について調査を行うものでございます。 

続きまして、００６サービスのワンストップ提供体制支援事業といたしまして、
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Ｍｉｎｅにぎわいステーション運営事業５４８万１，０００円を計上しております。

主なものとして、業務委託料４９７万５，０００円につきましては、運営を美祢市

観光協会へ委託しまして、ＰＲ業務、ツアー商品の展示・販売取次業務、ミネコレ

クションの展示・販売取次業務等を行うものでございます。 

○委員長（髙木法生君） 繁田観光総務課長。 

○観光総務課長（繁田 誠君） それでは、引き続き観光費の中の０１２観光施設改

修事業について御説明いたします。予算の概要の同じく６５ページ、予算書につき

ましては、２４０、２４１ページになります。主な事業として、０１２観光施設改

修事業としまして、予算額３，４７８万２，０００円を計上しております。内訳と

しまして、１、大岩郷周辺整備事業、予算額は２，３４４万７，０００円を計上し

ております。これにつきましては、大岩郷の駐車場に現在ございます公衆便所の建

替工事となります。財源内訳としましては、うち２，３４０万円が地方債となりま

す。 

続きまして、２、秋芳名水ふれあい広場便所等改修事業です。予算額は、１，１

３３万５，０００円です。財源内訳としまして、うち１，１３０万円が地方債とな

ります。事業内容としましては、秋芳町別府の弁天池に隣接します秋芳名水ふれあ

い広場、及び駐車場に設置の公衆便所を団体客等に対応できる改修と周辺敷地の簡

易舗装経費となります。 

以上になります。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） 続きまして、５目道の駅管理経費でございます。予

算の概要につきましては、６６ページになります。 

道の駅管理経費といたしまして、総額２，２２７万９，０００円を計上いたして

おります。 

主な内容といたしましては、道の駅活用促進事業として、２，１７８万９，００

０円を計上しておりますが、二つの道の駅に関する修繕料２３２万１，０００円、

また機器借上料１０３万４，０００円、美祢観光開発株式会社の現場責任者設置に

伴う指定管理料７２３万４，０００円、道の駅おふくの照明器具や温泉脱衣所の床

改修工事等、９９９万８，０００円となっております。 

また、道の駅連携推進事業として、４９万円を計上しておりますが、これは、県
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内の道の駅の設置者、管理運営者さらには全国・中国道の駅連絡会と連携すること

により、道の駅の機能を向上させるための予算であります。 

続きまして、６目産業技術センター費でございますが、管理経費といたしまして

１５８万３，０００円を計上しております。 

続きまして、７目企業誘致等対策費でございます。予算書につきましては２４２

ページになります。企業誘致推進に係る経費といたしまして、６２７万１，０００

円を計上いたしております。主なものといたしましては、進出稼働されました企業

３社に対して、一人当たり２０万円の雇用奨励金、２０人分、４００万円等を計上

いたしております。 

続きまして、８目十文字工業団地給水施設経費でございますが、８４０万円を計

上いたしております。この経費につきましては、給水施設を管理するための経費で

ございますが、将来的な上水との事業統合、会計統合を行っていくための準備とし

て資産台帳整備等の業務委託料５９９万４，０００円を計上しているところでござ

います。なお、これまでは事業経費を全額給水使用料で対応できておりましたが、

大口事業所の事業閉鎖に伴いまして、給水使用料につきましては、４２万円と大幅

に歳入減が起きているところでございます。 

続きまして、９目六次産業化推進事業費でございます。六次産業化推進事業費と

して、総額４１８万９，０００円を計上いたしております。 

主なものといたしましては、六次産業化推進事業の中で、セミナー等を開催する

ための六次産業化スキルアップ事業として５９万６，０００円、六次産業化の掘り

起こしを行い、地域ブランド化推進事業に発展させるための支援を行う、六次産業

化振興推進事業として１２０万円、ミネコレクション推進事業の中で、ミネコレク

ション認定事業として５２万円、ミネコレクション認定商品の国外でのＰＲ等を行

うためのミネコレクション販路拡大バックアップ事業として１５７万円を計上して

いるところでございます。 

以上で、商工費の説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑は

ございませんか。坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 予算書の２３３ページ、７款商工費・１項商工費・１目商工

総務費・１３節委託料、１９節補助金、説明００４竹材等資源活用事業についてで
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あります。この中で先ほど御説明ありましたように、指定管理料として１，５１７

万３，０００円。それから、竹関連の補助金として１，７００万円というふうにな

っております。それで質問はですね、この指定管理料の１，５１７万３，０００円、

これはどういう積算根拠に基づいているか、お尋ねをいたします。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいま御質問にございました指定管理料１，５１

７万３，０００円というところでございます。こちらにつきましては、この度議案

とさせていただいております、農林資源活用施設の指定管理に関する指定管理料と

いうことでございますけども、指定管理委託料に関しましては、まずもって、市の

ほうで積算をさせていただきます。その後、審査会等を経ていくわけですけれども、

その中で農林開発株式会社のほうが積算されました金額が、１，５１７万３，００

０円ということでございまして、この内訳の中に、先ほど道の駅のところでも御説

明させていただきました、現場の責任者設置に伴う人件費等含めまして１，５１７

万３，０００円ということとなっております。なお、人件費につきましては――ま

ことに申し訳ございません――約でございますが、約８００万円という人件費が見

込まれておるところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） そうしますと、人件費、責任者――現場の責任者、みやすく

言えば社長さんでしょう、違いますか。社長さんはまた別にいらっしゃるんですか。

今のままですか。私は以前から、要すれば美祢市の三セクは経営者不在であると、

何遍も申しております。うんと前から。だから経営者をきちんとした専任者を置く

という意味なら非常によくわかります。あれはいつだったですかね、２５年でした

か６年ですかね、去年の美祢農林の事業報告の時に相当市長さんと私、激論を交わ

しましたよ。その時も最後は市長さんが、私が「責任者を置くのにお金を使ったっ

ていいじゃないですか」って言ったら、初めて市長に褒められましたよ。私議員に

なって３年になりますけどね、市長に評価されたことは初めてですよ。その時に申

した、あの人件費であるなら、私これに大賛成です。そうじゃないとすれば話ちょ

っと違うと思いますよ。それと９００万と、後何ぼですかね、７００万ですか、要

するに指定管理料が、それの区別がはっきりしていないんですよ。あと残りは何で
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すか。７００万。人件費は８００万とおっしゃったですよね、約、アバウトで。そ

うすると１，７００万との差は、後何ぼですか、７００何万、それは積算根拠かと

先ほどお伺いしたんです。お答えください。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの御質問でございます。まず最初のほう、

社長の人件費に当たる部分かと、ストレートにそういう御質問かと思います。この

度人件費として計上させていただいたものが、坪井委員が言われるように、すぐ社

長かと言われれば、すぐに社長というわけにはいかないんじゃないかとは思ってお

ります。いきなり入ってこられた方に社長を任せるというのは、ちょっといかがな

ものかということもございます。しかしながら、将来的にその方については、でき

得るものであれば社長になっていただきたい人材をこのたび登用したいというかた

ちで、私どもは予算計上させていただいております。ちょっとストレートな答えに

はなっておりませんけども、将来的には社長になっていただきたい人材をこのたび

登用させていただければという思いでおるということを御認識いただければという

ところでございます。併せまして、残り１，５１７万から人件費を除いた残りの金

額というものが、どういった経費なのかということでございますけども、美祢農林

開発株式会社においては、先般議員の皆様方にもお示しさせていただきました、今

後５年間の経営改善計画等を策定されております。そういった中で、先般の議会の

中でも坪井委員からも御指摘いただいておりますけども、事業そのものがあまりう

まく回っていないというのは、私たちも認識させていただいておりますし、その件

については否めないところでございます。その中でこのたび５カ年の経営改善計画

を策定されまして、もう一度、一から仕切り直しというようなかたちの中で事業を

運営していこうということを考えられております。その中で体制の構築、新規事業

の着手等、事業運営されるわけですけれども、会社が行なわれている事業そのもの

につきましては、施設の設置目的に合致したものという認識のもと、その事業をや

って行うにあたりまして、不足となります経費について、このたび指定管理料とし

て予算計上させていただいたというところでございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） １点目の社長か、現場責任者かと、それは呼び名だからもう
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いいです。要すれば、経営をきちんと任される人と。そういう人を雇うのに８００

万アバウトね、充当しておりますよと、これはよくわかりますよ。それはそれでい

いです。呼び名は何でもいいんです。要するにきちんとした、あそこを管理運営し

ていく人がいないんですよ、事実上ね。それは結構です。ところが、残りの千七百

何万っていうのは、（「７００万」と呼ぶ者あり）７００万については、あなたのお

答えは極めて矛盾している。おかしいです。だってね、あれだけ―――去年ですか

ね、事業報告書ですか――の時に、あなたと私やりましたよね議論を、それで何か

６月に説明したのが十分じゃなかったからって、９月の本会議の冒頭で追加補足説

明されました。何とあなた言われたか覚えてらっしゃいますか、お答えください。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） 正確な文言につきましては、確実なところは覚えて

おりませんけども、きちんと稼働に乗るという意味のことを言ったと思っておりま

す。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） もっとおっしゃいましたよ、野菜活用事業、黒字化すると。

２６年度でね、予算で、前年度が大赤字なのに、４００万かの黒字を見込んである

から、おかしいではないですかと私は聞いたはずですよ。だけど、補足説明までし

て黒字化しますと、一体どうなったんですか、カップサラダは、去年の１２月でい

いです。この１月末でもいいです。実績がどうなっているのか報告してください。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの御質問でございます。坪井委員が言われ

るとおり、まことに申し訳ないんですけども、かたちとしては、きちんとしたかた

ちで軌道には乗っていないというのが現状でございます。今現在の状況でございま

すけれども、当時、坪井委員言われましたように、粗利が出ないような事業はだめ

だということを言われております。現状としてどうかというところでございますが、

私どもが確認させていただいた数字といたしまして、野菜活用部門につきましては、

粗利のところがとんとんというような状況で、事業そのものからすると、そこから

販管費等経費として見込んでいかないといけないので、売上総利益の段階ではとん

とんでございますけれども、そこから販管費を引くと経常利益等につきましてはマ
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イナスとなっているという状況でございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 販管費もね、この前部門別配られましたでしょう。野菜活用

部門のね、販管費がいくらになっているかといいますとね、２５年度が４０７万８，

０００円ですよ。ですから、４００万の純損失というふうに理解いたします。それ

で、今さっきあなたがおっしゃったように、次々に新しい事業をやって赤字、やっ

て赤字と。これ、以前に市長さんとの議論のときに、こんなことをしたら市民の税

金をつぎ込むのがエンドレスですよと申し上げてるはずですよ。そのとおりになっ

たじゃないですか。そして、今仕切り直しをしてゼロからスタートで２７年度から

やり直すと。全然、ほんとに市民をね、裏切る行為ですよ。お分かりになっていま

すか。それとこの前いただきました経営改善計画、中期ビジョンによりますとね、

全然なっていないんですよ。抜本的な見直しを行うことは不可欠であると、これこ

の前の説明ではね、第三者検討委員会の見解を踏まえて、これをお書きになったと

聞いております。抜本的な改革が不可欠とはどういう意味ですか、お答えください。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの御質問でございます。語弊があったら大

変失礼なことだと思いますけれども、この改善計画書につきましては、あくまでも

会社のほうで作られたものでございまして、美祢市第三セクター外部推進委員会の

ほうには提示をしているという段階で、改革推進委員会の皆様方がこの資料につい

て御納得されているのかと言えば、違うものでございます。ということがまず１点

です。 

それと併せまして、抜本的と言いますのが、この計画書の中でいきますと、竹箸

事業につきましては縮小を図っていこうというものでありましたり、商品開発部門

を新設する、そういったもの、また人材を登用していく、そういったものであろう

かと考えておるところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） それでは去年の、１２月８日でしたかね、第三者検討委員会

が開かれました。あれは、まさに市長さんが諮問された検討委員会ですよね、そう
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ですね。あの委員会は、１２月８日に１回とその後に開かれておるんですか、いな

いんですか。それと、あの委員会から報告書が出ているんですか、出ていないんで

すか。あれこそ、まさに今後の美祢農林開発をどうするんだという市長さんの方針

を決める前提になる答申が出されるはずですよ。そんなものが出されないのに、私

はこの７００万というのは全く根拠のないものだと思っています。１，７００万は

いいです、それはもう従来からやっていたことであって、そして、平成３１年度に

はもうやめるということを明確におっしゃってますからそれはいいですよ。それま

でのつなぎということやむを得ないです。始めちゃったから。しかし、こちらのほ

うは理屈が立ちません。さっきの責任者を置くという８００万円については、私は

理解します。私がそのように提案しましたから。そのとおり市長さんもそういう予

算を組んでいただいた。納得します。だけど残りの７００万は全く何にもわかって

ないですよ、手探りのときにですよ、何でこんなのを組むんですか。その理由を言

ってください。でないとこれは認められないです。理由を説明してください。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの御質問でございます。まず、第三セクタ

ー改革推進委員会の開催状況でございます。１２月８日に第１回目、１月２１日に

第２回目、２月９日に第３回目、３回の委員会を開催させていただいておるところ

でございます。併せまして、こちらの改革推進委員会のほうから今年度末を迎える

にあたって、一旦報告書を提出いただいております。そういった中で、私どもはこ

のたびの予算につきましても計上させていただいているという認識であります。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 私どもにはその報告書は全く開示されておりません。したが

って、あなたが何ぼそれをもとに計上したとおっしゃっても、私たち理解できない

んです。報告書を出してください。 

○委員長（髙木法生君） ここで暫時休憩をいたします。 

午前１０時００分休憩 

 

午前１０時４４分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。はい、西田建設経済
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部長。 

○建設経済部長（西田良平君） 先ほどの坪井委員の御質問にお答えしたいと思いま

す。先ほど課長より説明がございましたように、委員会のほうは３回ほど開催され

ております。その中で委員の意見、多々出たわけですけども、その意見を取りまと

めをいたしましたのが、３月の２日でございまして、その３月の２日付けで委員会

より報告が市長のほうへ上がっております。 

予算編成につきましては、この意見を踏まえたもので、予算編成を――時系列に

ございますので、それに基づいた予算編成をしたものでございますが、委員の意見

をあくまで市長のほうへ提出をされまして、市長がこれを参考にされているという

ものでございますので、提出のほうは差し控えさせていただきたいと思いますが、

その中の「野菜活用事業について」という記述がございますので、この部分につき

ましては、ちょっと読み上げさせていただきたいと思います。「市内の農林業者の所

得向上等を目的とした野菜活用事業については、生産者や販売先等の調整が十分で

ないことなどから、平成２５年度の事業収支においては、損失を計上しています。

ついては、当該法人の経営計画改善書も参考にし、指定管理業務を実施するにあた

り、必要となる経費に不足が生じる場合には支出の内容、不足額、経営状況等を踏

まえた上で、行政が負担することが適当であると考えます。」というふうな記述にな

っております。 

これにつきましては、委員会のほうでも指針のほう策定していただいておるわけ

ですけれども、この指針の中に「財政的関与について」という項目がございまして、

この中に「採算性が合わない公共性、公益性が高い事業により生じた損失について

は、その性質上、当該法人の経営に伴う収入をもって充てることが適当でない経費、

及び当該法人が能率的な経営をもってもなお、その経費に伴う収入のみをもって充

てることが客観的に困難であると認められる経費、及び当該法人の必要性、経営状

況等を踏まえ、これに準じて支出することが相当な費用に限り、市が財政支援を行

うこととします。」というふうに指針のほうもまとめ上げられておりますので、これ

に基づいた意見だというふうに私どもは解釈しているところでございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 大変丁寧な御説明いただきまして、ありがとうございました。
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今、申されたことはですね、もう既に国の示されたガイドラインに書いてあるんで

すよ。ですから、真新しいことでも何でもありませんので、私はそういうことをお

聞きしているんじゃないです。要すれば、去年の６月の議会でですよ、私随分平成

２５年度の美祢農林開発の事業報告のときに、随分申し上げていますよね。河村課

長、御記憶でしょう。ね。こんなあれで、カップサラダについては、もう始めたば

かりだから、もうしばらくは様子を見させてくださいと。こう申し上げました。 

そしたら、今度は９月の定例議会でわざわざですね、そのときの河村課長の説明

が不足であった――不十分であったということで、補足説明されましたよね。その

補足説明はね、もう読みますよ。「美祢農林開発の経営状況は非常に厳しく、今後…

…」あっごめんなさい。これは、失礼しました。これはもう一つ前のでしたかね。

――あっ失礼しました。――補足説明のときにね、さっきも申し上げましたように、

私は予算書では――平成２６年度の美祢農林開発の予算書ではね、４００万の黒字

ですかね……そうなってますよと。だけど、売上総利益の段階で大幅な赤字なんで、

このままいったって、決して儲けは出ませんよと申し上げておったんだけど、その

とき河村課長はですね、いや、それはもう一生懸命努力すると――始めたから、い

ろんな問題があって、経費もかさむから、その点を修正すれば必ず黒字化が見込め

ると。このように答弁なさってるんですよね。それで、さっきお聞きしましたら、

結局２６年度も売上総利益の段階でとんとんだと。そうして、経費を加味したら―

―４００万とはおっしゃらなかったけど、経費は４００万ですよ。この２５年度の

ね、一般管理費及び販売費を見ますとね、４０７万８，０００円ですよ。この部分

がそっくりそのまま赤字なんですよ。 

そもそも２５年度に８００万のね、指定管理料を出しましたよね。あの時は、正

にカップサラダという新しい新規事業するから、そのために初期投資、いろいろか

さむし、経費もかさむから、お願いですっていうことで８００万円了解したわけで

すね。 

それで、私はもうこれで少なくとも２５年度は大赤字だったけど、２６年度はき

ちっとおやりになったと思ってるんですが、結局２６年度も、今お聞きしますとね、

４００万以上の赤字ですよ。純損失ですよ。何でそうなったんですか。その理由を

教えてください。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 
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○商工労働課長（河村充展君） ただいまの御質問でございます。先ほども申しまし

たように、粗利とんとんというような状況までは何とか持っていけたんですけども、

事業としては今もってまだ芳しくない状況と。まあその理由につきましては、運営

体制がまだきちんと整ってなかったっていうことが、当然あろうかと思いますし、

少し野菜事業につきましては営業面についてですね、少し商売に走りすぎた点があ

ったんじゃなかろうかという反省点があろうかと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ここでですね、議員の皆様に私のほうからお願いを申し上

げます。質疑につきましては、３回をめどにということで、永遠に――エンドレス

になってもいけませんので、そういった３回くらいをめどに、また簡明な質疑に終

始していただくように、私からお願いを申し上げます。 

以上です。はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） では、この件はもう質問するなということですから、あと修

正動議を出します。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 河村課長にお尋ねをしたいんですが、今の美祢農林開発の関

連なんですね。私常々ですね、第三セクターでやっておる美祢農林開発の事業……

どうも私の考え方とは違うんですね。 

まず、お聞きしたいのは、美祢農林開発、あるいは農林産物の支援開発施設とし

ての経営理念、一体何なのか。というのは、どうも日銭を稼ぐために事業をやって

おられるような気がしてなりません。私は、その美祢農林開発が絶対に黒字じゃな

けんといけないという考え方持っておりません。となればですね、いろんな商品開

発、いわゆる六次産業を目指して今一生懸命全市的に取り組んでる中で、美祢農林

開発の役割、もっと違うものがあるんじゃないかと、その辺を市民の皆さんにわか

るようにちょっと説明をしていただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの竹岡委員の御質問でございます。冒頭言

われましたように、経営面において正直言いますと、日銭を稼ぐという言葉使われ
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ましたけれど、そういった面が多々あったかというところが反省点でございます。

この度、美祢農林開発株式会社のほうで経営改善計画――５カ年の経営改善計画を

つくられたわけですけれども、その中で経営理念というところをきちんと明確に打

ち出されております。こちら御紹介させていただきますと、「第一次産業従事者の所

得の向上を図り、六次産業化の推進により、地域の活性化に寄与する会社でありた

い」というような経営理念をはっきり、この度打ち出されております。 

先ほど言われましたように、今現在美祢市としまして、六次産業化については、

六次産業化の対策室がありますように、力を入れさせていただいております。私ど

も建設経済部の中に商工労働課、並びに農林課で六次産業化タッグを組んで推進し

ているところでございます。 

こちら美祢農林開発株式会社につきましては、本来であればですね、会社に農林

開発という名前がありますように―――開発という言葉がありますように、本来は

そういった六次産業化に取り組んでいただきながらですね、市内の六次産業化を引

っ張っていく、いわゆる牽引役になっていただかないといけない会社であろうと思

っております。 

したがいまして、そのような話からこの度の経営改善計画書の中にも、新たに六

次産業化を進めていきます商品開発部ですかね―――開発部門、そういった名称の

部門をきちんと打ちあげられまして、事業を推進していくというスタンスでとられ

ております。こちらの開発部門につきましては、今現在の会社の改善計画書の中で

は、しばらくの間、その部門について取り組んでいきながら、５年間で約１０商品

程度は自分たちの中で開発していきたいんだということを明確に打ち出されており

ますので、私どもも行政といたしまして、この分野については、一致団結して事業

推進を図っていきたいというところを考えておるところでございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 今課長の答弁によりますと、商品開発部門を新設してやると。

私は当然ながら、もともと何で第三セクターで取り組んだかというところからひも

とかないと、なかなか市民の皆さんにもわかっていただけないんじゃないかなと。

やみくもにですね、日銭を稼ぐことばかし考えて、それに終始して、確か２６年度

何か新商品開発されたかと私は聞きたいんですね。今課長が言われたように本来の
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業務が滞っておるんですよ。で、先ほどの答弁なんか聞きましたら、課長は事業が

上手く回っていないと、こうおっしゃったんです。それは、カット野菜が上手くい

ってないのか、それとも、本来の商品開発すべき事業のほうが上手く回ってないと

おっしゃったんかちょっと分かりません。しかしながらですね、確かにだから赤字

を垂れ流してもいいと私は言いませんが、赤字が出ても仕方がない事業を第三セク

ターがやってるんだという認識を今まで持ってた。そうしますと、今から５年間で

１０品目とおっしゃったんですが、昨年からミネコレクションやってます。農林開

発から何も出てないんですよね。一体何をしよってんかなと、逆に言えば本来の仕

事が滞ってるんじゃないかというふうな気がします。 

そして、またお尋ねなんですが、今の１，５１７万３，０００円ですか。これの

予算組まれたというのは、当然管理者の人件費、プラス商品開発等に向ける経費が

入っているかどうか、お尋ねをしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの、竹岡委員の御質問でございます。私の

ほうから事業が少し滞ってると言いましたのが、竹岡委員御指摘のとおり、本来や

らないといけない部分が当然表に出てないようにですね、滞ってるというところ、

また、先ほど申しましたいわゆる野菜関係の事業についても、一生懸命現場のほう

はされてるわけですけれども、なかなか上手くいってないという現状で事業が滞っ

てるというような発言をさせていただいたところでございます。 

ただいま御質問のございました、商品開発関係の事業費について、この中に入り

込んでるのかというところでございますけれども、当然のことながらこの中には入

っているものでございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） 今の白菜とかキャベツ等の生産者の立場からこの問題につい

て、少し言及したいと思います。まず第一に、地域の産業の振興とか、農業振興で

すね。これに取り組んでいる法人等の意見として、儲からん野菜栽培でよと。私の

法人もこれ取り組み提案を今しておるけれども、赤字覚悟で取り組むそかと。こう

いう組合員の意見――しかし、市の六次産業または、こういう振興策にかなり農協

も力を入れておる。だから、一緒になって頑張ってみようやと、こういう提案を私
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は今しておるけれども、転作作物の麦や大豆ならば、今のところ当面採算性がある。

水稲にいたったらもうこれはちょっと難しいでよと、飼料用の水稲に今切り替えて

おる。野菜の白菜、キャベツについては、こりゃちょっと取り組んでも意味がない

ぞと、こういう声を聞いていますが、まず、六次産業を目指して地域の農業振興に

あたって、そういう声を聞いておられるかどうか確認したい。 

○委員長（髙木法生君） はい、西田建設経済部長。 

○建設経済部長（西田良平君） ただいまの御質問でございますが、私ども以前行わ

れました勉強会の中で俵委員のほうからもですね、実際に農家所得という話がある

けども、実際そこまでのところに行き届いてるのか、というふうな御質問もあった

わけですが、それを受けまして早速調査をいたしました。聞きとりでしかないんで

すけれども、固有名詞は避けますが３つの法人さんからは、安定的にその野菜を購

入してもらってるので、非常に助かっているというふうな声は私どもは聞いており

ます。 

それで、あとまだまだこれから本格的にやっていかないといけない部分として、

先ほどの竹岡委員の御質問にもありましたように、商売に走り過ぎてるというか、

小銭稼ぎといいますか、そういうところから立ち返るということで、本来の美祢市

内の納入業者の皆様方の所得向上というところは、やっぱり立ち返っていかないと

いけないというところございますので、まだまだ、大豆、キャベツ、それから、し

いたけ等の購入を会社としてはしてるということですが、まだまだ量的には、わず

かながらのものになっております。これをさらに拡充させていくというふうなこと

で、会社としても計画の中には出荷者協議会ですか、仮称でしょうけども、そうい

うことも設置しながら、市内の農業者の皆様方に少しでも還元できるようにという

ことで、一応新たな計画を立てられたというところですので、私どもが会社のほう

から聞いておる声としてみれば、そういうふうな安定的に野菜を購入してもらうと

いうメリットというのは、感じてるよというところを聞いております。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、俵委員。 

○委員（俵  薫君） 今の野菜の問題なんですが、これはある法人の平成２６年度

の部門別の実績表です。この法人さん白菜を８．７ですか、共通費の配分を含めた

ものでいきますと、４１万４，６６２円の赤字となっております。これ、次はキャ
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ベツです。１０アールですか、一反ですよね。これが、２２万９，４２２円の赤字

になっております。２５年度も同じような結果でした。今２６年度分しかありませ

んが、２５年、２６年と白菜、キャベツと両方とも赤字を出しております。黒字に

なったことは、この法人さんはございません。これが実態じゃないかなと思ってお

ります。その辺でちょっと認識がかみ合わないというところだろうと思ってます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 今、生産者側のほうの御意見もお聞きしたんですが、これは

第三セクターも一緒なんですね。いかに経営努力するか、いかに付加価値を付ける

か、これが一番大事だと思うんですね。で、例えばカット野菜、これを上手く作れ

て流通までできたら、私は民に下げていいと思うんですよ。で、また新たな商品開

発をされていくと。だから、農家の方がそうした農業法人の皆さんがですね、いわ

ゆる付加価値を付けて出荷する、いわゆるキャベツそのものじゃなくて、カット野

菜にしてやると、こういう仕組みを作るのが本来の私は美祢開発の業務だというふ

うに考えております。その辺でぜひですね、会社のほうに執行部のほうから指導さ

れる気があるかないか、そこだけまたお尋ねしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、西田建設経済部長。 

○建設経済部長（西田良平君） ただいまの御質問ですが、まさしく平成２７年度か

らは新たな部門として、開発部門を設けます。この中でただいまいただきました、

御意見等については、早速会社のほうにも伝えていきたいというふうに思っており

ます。 

○委員長（髙木法生君） はい、ほかに。岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 予算書の２３７ページをお願いいたします。これの観光費の

４の観光費の中の００４情報発信体制強化事業の一番下、美祢フィルムコミッショ

ン補助金というのがありますが、先ほど飛ばされて説明がなかったんですが、どの

ようなことで――内容的にもしわかれば、お願いをしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、綿谷観光振興課長。 

○観光振興課長（綿谷敦朗君） ただいまの御質問にお答えを申し上げます。美祢フ

ィルムコミッション補助金といたしまして、１６４万２，０００円を計上している

ところでございます。これは、美祢市に存在しておりますいろんな観光資源、文化
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資源、そのほか地質資源等をマスコミなりにですね、情報提供し、テレビ番組とか

映画、そういったものを誘致して美祢市の知名度を上げようとする組織体でござい

ます。 

この中にはジャパンフィルムコミッション――全国的な組織でございます。ジャ

パンフィルムコミッションのほうに加盟いたしまして、美祢市単独でこのフィルム

コミッション活動を行いましても、大変ちょっと力が弱いというところございます。

全国的なフィルムコミッションのほうからも情報をいただきながら、それと、ノウ

ハウ等もいただきながら、この美祢市をどんどん情報発信していこうとする組織体

のものでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、ほかにございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 先ほどの農林開発の三セクの件ですが、その中の説明で所得

の向上――第一次産業の所得の向上ということがありましたが、実際にそこの収支

が出てませんので分かりませんが、カット野菜については、キャベツが本当に地元

の物が使われたかどうかを知りたいのですが。農家の所得向上につながっては……

俵委員も言われましたが、そこのところを確認したいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの三好委員の御質問でございますけれども、

キャベツに関しましては今現在ＪＡ山口美祢のほうから、入荷いただいておるとこ

ろでございます。全体量からしますと、まだまだ美祢市産の量っていうのは少ない

というのが、現状であろうかと思っております。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） ３回ということなんで次に進みます。概要の６４ページです

が、住宅リフォーム助成制度、６４ページの住宅リフォーム助成制度ですが、今回

は説明がなかったんですが、これは、美祢市の場合は３０万以上の工事だと思うん

ですが、この内容についてお尋ねするのと、６５ページのＭｉｎｅにぎわいステー

ション運営事業、これで先ほど説明の中では、販売って聞いたんですが、実際は販

売されてないと思いますが、ただ展示がしてあるだけで販売はしてないと。販売を

する体制にあるのかどうか、それと、６６ページですが、道の駅の活性化の活用促
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進事業ですが、道の駅みとうなんですが、トイレがすごく悪いんですね。昔の出来

た当時のそのままで、最近は洋式でウォシュレットになって、便座も温かくなって

本当に最新のトイレが道の駅とかたくさんありますが、その「みとう」については

昔ながらです。これは、県の施設だということで、県の土木課にも要望いたしまし

たが、市から出ないとできないということでした。きちんと要望していただけるか

どうかということをお尋ねいたします。 

○委員長（髙木法生君） 三好委員先ほどの住宅リフォーム助成については、これは

補正でも話があったと思いますので、聞いておられたですか。はい、どうぞ。 

○委員（三好睦子君） 聞きましたが、これは１０万が２０万ということでしたが、

工事費については確認ですが、３０万でしたですよね。これを、１０万にして広く

多くの方に広く、工事費が１０万で１割負担で上限を１０万にするとか、広く市民

の方に利用していただくように。これは、そもそも補正でも出てましたが、地域創

生交付金で出たものなので、広く市民の方に利用していただけるような制度にして

いただきたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） 回答できますか、さっきの回答。（発言する者あり）はい、

河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいま三好委員言われました住宅リフォームの件

については、昨日の補正予算の計上部分でございますので、道の駅の関係のみお答

えさせていただきたいと思います。今現在、先ほど説明させていただきましたが、

道の駅活用促進事業の中で修繕費等、「みとう」、「おふく」につきまして、それぞれ

計上させていただいております。 

言われましたトイレの関係については、県の所管ということもございますので、

予算の中には上がっておりません。県のほうに対しまして私どものほうからもまた

改めて、トイレの修繕について要望していきたいというところで考えておるところ

でございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、綿谷観光振興課長。 

○観光振興課長（綿谷敦朗君） 先ほどの三好委員の御質問でございます。Ｍｉｎｅ

にぎわいステーションにおいて、商品の販売ということが出ましたけど、先ほど私

の説明の中では、ツアー商品の展示と販売の取次業務、ミネコレクションの展示と
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販売の取次業務等を行うものと御説明いたしました。要望の来店されるお客さんの

中には、実際に売ってないのかという声も確かにございます。この件につきまして

は、ＪＲなりＪＲサービスステーション等と、物品の販売に対する協議を行う必要

がありますので、今すぐに販売が行えるという状況にはございません。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） はい、販売の取り次ぎですね。はい、わかりました。でも―

―はいはい。それで、住宅リフォームに戻りますけど、他市では――山口県内で全

市は調べてませんが、山陽小野田、長門と山口市、みんな１０万以上の工事なので、

その点も考慮していただけるかどうかお尋ねいたします。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいまの住宅リフォームの件につきましては、先

ほど申しましたように、昨日の補正予算に計上させていただいたということで、昨

日の段階で審議、採決いただいたところでございますが、誤解があったらいけませ

んので、このたび住宅リフォーム助成事業につきまして、どういった内容なのかと

いうことだけ、もう一度申し述べさせていただければと思います。 

主なところだけということでございますけれども、補助対象工事費につきまして

は、３０万円以上のものが補助対象になります。補助率が２０パーセントというこ

とで考えております。補助金の上限額が２０万円ということで、この度は取り扱い

をさせていただくこととしております。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 河本委員。 

○委員（河本芳久君） 予算概要の６５ページ。秋芳名水ふれあい広場の改修事業で

ございますが、これは長年、地元の関係者、また観光客からも要望のあったトイレ

の改修がようやくできるようになった。これは、大変喜ばれると思います。という

のが、洋式トイレが付いてない。それから、障害者等が来られた時にトイレが使用

できない。大変、苦情――困っておられるお話しを今まで聞いておった。この度こ

れが、ようやく軌道に乗ったということは、大変いいことだと思います。 

併せて、周辺の整備の中で、第一点は、廃屋でもう大変危険な家屋が、もう池の

側にあると。これを地権者、それから使用――家屋を管理しておられる方――いろ
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いろ利害があって、なかなか調整ができないので地元では、ちょっとこう……対応

が苦しい状態にある。やはり、こういった廃屋の危険箇所の撤去なり、改修。そう

いったものが一つの課題として上がっている。 

もう一つは、看板等の――案内看板――駐車場のところにある、きちっとした案

内看板がないから、北部観光もあるし、美祢市全体の観光案内の看板を設置してく

ださいと。こういう要望もずっと出ていたと思います。 

併せて、最近、台湾や韓国からの訪問客がかなり大型バスを使って、入ってきて

おられます。その中で、どうしても大型バスの進入に大変運転手さんが苦労されて

おると。もう一遍に入られない。そういったことで、進入路の改修なり、道路の改

修についても要望が出されてきております。 

今の進入路の問題、それから看板の問題、廃屋の……この辺の整備については、

どういう考えかお聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） 繁田観光総務課長。 

○観光総務課長（繁田 誠君） ただいまの河本委員の御質問にお答えをいたしたい

と思います。平成２５年度におきまして、地元との協議会に１度出席をさせていた

だきまして、今河本委員が申されました御要望についても、伺っておるところでご

ざいます。 

一つに、廃屋の問題が大変重要視されているということは強く認識しております。

その上で、まずは地元から地元協議を行いたいということで、御相談を受けており

ますので、そういった相談をする際に、どんな手続きを踏んだらよろしいかという

ことで、御協力をさせていただいております。 

ただし、廃屋の問題につきましては、関われる問題が限定されておりますので、

市全体の空き家対策の問題等も含めまして、全庁的な方針に基づいて今後進めさせ

ていただきたいと考えております。 

看板につきましても、現在、観光事業特別会計のほう等含めまして、全般的に看

板が老朽化している問題も強く認識しております。この問題も順次改修を予算の範

囲内で進めてまいりたいと考えております。 

もう一つに、道路進入の問題ですけども、以前議会のほうでも審議されまして、

市長が答弁をさせていただいておりますが、私の立場から言えば、別府弁天池の観

光振興は大変重要と考えております。その振興の中で、この道路進入の改良が必要
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と判断したときに協議をいたしまして、前向きに検討をしていきたいと考えており

ます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 予算概要書の６３ページの一番下でございます。昨日も同じ

質問しましたけれど、むしろこちらのほうでということなんで、美祢あきない活性

化応援事業についてお尋ねです。 

もう一回繰り返しますとね、先般女性の方が４名ほど私の家に来られましてね、

にぎわいステーションできて大変結構なんだけど、どうも美祢駅前が寂れきってる

ねえって。で、まともなお店が無いねって。あれ、やっぱりね賑やかにしなきゃい

かんのじゃないですかとおっしゃるわけです。まあ私もそのとおりだと思いまして

ね。 

で、その女性の方たちがですね、ある不動産会社にお願いされましてね、駅前の

何件かあります空き家をね――そんで行って調べらしたそうです、不動産会社を帯

同してね。そしたらね、もう全然、雨漏りはするわ窓やサッシはちゃんとなってな

いわでね、使いもんにならんと。もし、そういうものがきちんとなって、使えるん

なら、ほんとに――スナックとかね、コーヒーショップとか、少しでも賑やかした

いと。こうおっしゃってるんです。 

ついてはね、４６６万円ってのが上がってますが、どういう要件ならこの支援事

業の恩恵にあずかれるか、その要件を教えてください。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○商工労働課長（河村充展君） ただいま、坪井委員の御質問のところでございます。

こちらにつきましても補正予算の対象なんで、中身についてということだけでお答

えさせていただきたいと思います。 

今、坪井委員言われましたように、そのように考えていただいて美祢市の駅前で

そういった商売していただくことを大変私ども嬉しく思っているところでございま

す。したがいまして、そういった案件ございましたら、ぜひ店舗を新しく出してい

ただきたいと思ってるところでございます。 

要件につきましては、市内の工務店等に工事発注していただくということが要件
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になります。ちょっといま細かい事業要綱というのを手元に持ち合わせておりませ

んので、概略だけになってしまうんですけれども、工事の改修費、そういったもの

が私どものほうから助成することが可能になります。改修費補助といたしまして、

一件当たり上限が８０万円。家賃補助といたしまして、月額２万円を補助金として

支出することができます。 

ちょっとですね、細かい話になってきますと――先ほど申しましたように、要項

持っておりませんので、なんでしたら私ども商工労働課のほうにお越しいただいて、

詳しい内容を詰めさせていただければと考えております。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 別件です。次のページの――概要書の６４にですね、観光推

進体制強化事業という中にね、３種の旅行業登録業務に対して補助金を出すと。こ

ういうことになっています。金額はいくらか分かりませんが。 

現在ね、美祢市内３種の旅行業登録しておられる事業者っていうのは、何軒ぐら

いいらっしゃるんですか。 

それと、これを補助すればですね、この登録件数がふえれば、どういうふうに観

光振興に寄与するのか、その辺のことをお伺いしたいんです。 

それとこれ、ちょっと髙木委員長に確認ですが、一件当たり３回以上は質問する

なというのは、一つの項目についてということでいいんですね。 

○委員長（髙木法生君） そうです、はい。 

○委員（坪井康男君） 別の件ならいいんですよね。 

○委員長（髙木法生君） はい。 

○委員（坪井康男君） はい。お願いします。 

○委員長（髙木法生君） 綿谷観光振興課長。 

○観光振興課長（綿谷敦朗君） ただいまの坪井委員の御質問でございます。 

現在、美祢市内で第３種旅行業を登録している会社は２社――今現在は、２社で

ございます。観光協会が第３種を登録いたしますと、３社ということになりますが、

美祢市の観光振興の中核を担っているのが観光協会というところで、こちらが自主

的に運営をされる、継続的に主体的に第３種旅行業をお取りになって、着地型観光

を推進されるということになりますと、来訪者の誘致のきっかけづくりになります。
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今現在でも着地型観光、かなり進んでおりますが、２６年度は――今現在、２月末

現在ですが、着地型観光、１０本を一応企画をいたしております――済みません。

企画は１３本、企画をされております。催行されたのが７本と、申込み人数等が未

達のために不催行となったものが６本。７本を催行いたしまして、１２５名の方に

参加をいただいております。 

観光協会が、第３種旅行業を取得することによって、もっと幅広く周知をかける

ことが可能ではないかということでございます。ですから、この数字がもっと伸び

ていくというふうに期待をしているところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 観光協会は、いつお取りになるんですか。 

○委員長（髙木法生君） 綿谷観光振興課長。 

○観光振興課長（綿谷敦朗君） ただいまの御質問でございます。 

予定といたしましては、４月に入りましてその手続等に入ってまいります。いろ

んな諸手続き、ございます。県のほうにも――許認可権が県にございます――第３

種旅行業は県にございますので、そちらのほうの申請等を行いまして、予定といた

しましては、１１月頃に事業開始を行う予定となっております。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、ほかにございませんか。猶野委員。 

○委員（猶野智和君） 今の観光協会の第３種旅行業のことに関しまして、予算書の

２３７ページに細かく出ていると思います。００３観光振興体制強化というところ

で、ここで第３種旅行業登録運営業務補助金として、３００万という数字が出てお

ります。これは、多分私が知る範囲ですと、第３種旅行業を取得するときに、大体

３００万と３００万を合わせまして、６００万のお金が普通必要ということを聞い

ております。まあ、一つの３００万は、こちら互助会のようなところに入れば３０

万まで圧縮できますので、実質は３３０万のお金が必要と聞いております。 

これは、設立時に見せ金と言えばあれでしょうが――ひとつの供託金ですね。預

けて信用を得る。で、そこの互助会に入って、万が一旅行に参加された方に何かあ

ったときに補償するため、ということのお金だと聞いております。 

ですから、将来的にもし、第３種旅行業を取られた後に、もしやめたとなれば、
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これは返ってくるお金だとは思っておりますので、これは今回補助金で消えて無く

なるというものではないと理解しております。 

それと、今年この３００万出て、来年またいるというものでもないですので、こ

こを見ていくと純粋に美祢市観光協会に入る補助金というのは、一千万ちょっと―

―多分例年どおり、ほぼ横ばいとなっているという感じで理解しておりますが、そ

れでよろしいでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） 綿谷観光振興課長。 

○観光振興課長（綿谷敦朗君） 猶野委員の御質問にお答え申し上げます。 

第３種旅行業登録業務運営業務補助金、こちらは委員が言われたとおり、第３種

旅行業登録にする際の財産的基礎部分、３００万円でございます。その他諸々の入

会金、年会費、保証金とかいろいろございますが、こちらは観光協会のほうで自主

的に自前の広告料収入等を充ててやっていただこうとしているところでございま

す。 

それと、観光協会の補助金につきましては、１，０８５万４，０００円。こちら

につきましては、現在専務理事を全国的に公募しております、そちらの方の人件費、

それと、役員の方の手当てということで、１，０８５万４，０００円を計上してい

るところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねいたします。６５ページなんですけど、ふと思ったん

ですが、この――６５ページ、大岩郷周辺の整備事業で、大岩郷駐車場の公衆便所

の改修を行いますと。その下には、秋芳名水ふれあい広場の公衆便所と通路の改修

ということで、金額が約――片や大岩郷は２，３４４万、名水の秋芳のほうは、１，

１３３万ですが、参考のためにもちょっと聞きたいのですけど、これはどう違うの

か――あのう、美東の道の駅のトイレの改修もお願いしましたから、この違いにつ

いて、お尋ねいたします。 

○委員長（髙木法生君） 繁田観光総務課長。 

○観光総務課長（繁田 誠君） ただいまの三好委員の御質問にお答えをします。 

大岩郷トイレと秋芳名水ふれあい広場トイレの工事費の差の問題だと思いますけ

ども、大岩郷のほうのトイレにつきましては、新設でございます。多目的トイレ等
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設置をいたしますし、ボーリング工事等も実施をいたします。 

もう一つの秋芳名水ふれあい広場のトイレの工事につきましては、既存のトイレ

のリフォームを基本とした増改築ということになります。これによる予算の差額と

なります。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 先日、大岩郷に行ってみました。トイレはそんなに……だか

らあれを広くするんですか。新設っていうことなんで…… 

○委員長（髙木法生君） 繁田観光総務課長。 

○観光総務課長（繁田 誠君） ただいまの御質問ですが、新設というのは現在のト

イレを壊しまして、そのあとに新たに建て替えるものでございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に、土木費を議題といたします。執行部より説明を求めます。中村建設課長。 

○建設課長（中村壽志君） それでは、土木費につきまして御説明をいたします。 

概要書は、６９ページ、予算書は、２４４ページからでございます。概要書の６

９ページの上段の、８款土木費・１項土木管理費・１目土木総務費、サイクリング

ロード整備事業につきまして、１００万１，０００円を計上いたしております。予

算書は、２４７ページの中ほどの説明欄００４でございます。これは、自転車道を

整備し、活用していただくことで、現在の通過型観光から滞在型観光へ移行させ、

観光客に長時間留まっていただき、食事・買い物・宿泊を大いにしていただくこと

で、各産業の活性化へつなげていくための事業でございます。財源的には、一般財

源でございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 志賀農林課長。 

○農林課長（志賀雅彦君） 続きまして、予算書の２４８、９ページをお開きくださ

い。２目地籍調査費でございます。００３地籍調査事業としまして、７，４３８万

５，０００円を計上しております。これは、東厚保町山中及び美東町大田地区の合
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わせて、２．６９キロ平方メートルの地籍調査事業に係る経費です。財源といたし

まして、国５０％、県２５％の県支出金４，８８８万５，０００円を予定しており

ます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 中村建設課長。 

○建設課長（中村壽志君） 続きまして、概要書は６９ページの下段でございます。

２項道路橋梁費・１目道路維持費・２の道路標識点検業務・社会資本整備総合交付

金事業につきまして、１，０００万円を計上いたしております。予算書は、２５１

ページの上から３行目にあります、点検業務委託料でございます。 

これは、道路標識において、落下や倒壊による第三者被害を防止する観点から、

施設の健全性の点検を行うとともに、ナットの締め直し等応急措置を行うことを目

的とし、市内の２７４箇所の道路標識の点検を行うものでございます。 

財源は、国の６０％の交付金でございます。 

続きまして、概要書を１枚めくっていただきまして、７０ページの上段でござい

ます。３の道路維持管理事業、社会資本整備総合交付金事業につきまして、６，７

４０万円を計上いたしております。予算書は、２４９ページの下段にございまして、

説明欄００１道路維持事業の中に含まれているものでございます。これは、２カ所

ございまして、１カ所は、大嶺町奥分桃の木地区における、市道麦川桃ノ木線測量

設計委託料・土地購入費・補償費・法面対策工事を合わせた５，２００万円と、も

う１カ所は、秋吉台上にある秋吉台隧道における補修工事１，５４０万円を合わせ

たものでございます。財源は、国の６０％の交付金でございます。 

続きまして、概要書はその下、４のさわやかロード美化活動事業につきまして、

３５０万円を計上いたしております。予算書は、２４９ページの下のほうの説明欄

００１道路維持事業の上から２行目の報償金でございます。これは、市道及び生活

道を良好な状態に保全し、地域コミュニティの醸成や環境意識の高揚を図るため、

市道美化活動される団体に対して、報償金を交付しているものでございます。 

続きまして、概要書の下段にございます、３目橋梁維持費、橋梁整備点検補修事

業・社会資本整備総合交付金事業につきまして、７，４００万円を計上いたしてお

ります。予算書は、２５３ページの上のほうにございまして、説明欄００１橋梁整

備事業の中に含まれているものでございます。これは、橋梁長寿命化修繕計画に沿
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って、点検補修工事を実施するものでございます。この度は、９橋分の橋梁補修設

計業務と６１橋分の橋梁点検業務、及び大嶺町東分地内の跨線橋、なかよし橋橋梁

補修工事でございます。財源は、国の６０％の交付金でございます。 

続きまして、概要書の７１ページの上段の３項都市計画費・１目都市計画総務費、

都市計画マスタープラン策定事業につきまして、７３７万４，０００円を計上いた

しております。予算書は、２５３ページの中ほどの説明欄００２でございます。こ

れは、望ましい都市像を明確にしながら、諸種の施策を総合的かつ体系的に展開し

ていくため、都市計画マスタープランを見直す事業でございまして、２年間で策定

することにしております。 

続きまして、概要書の７１ページの下のほうの４目都市公園整備費、美祢さくら

公園遊具整備事業につきまして、２，９９７万円を計上いたしております。予算書

は、２５５ページの中ほどの説明欄００１でございます。これは、伊佐町伊佐地内

の美祢さくら公園において、子供たちに遊びを通じて運動する場を提供することに

より、健康増進や健全育成を図るため、遊具を設置する工事でございます。財源は、

すこやか子育て基金とふるさと美祢応援基金でございます。 

続きまして、概要書を１枚めくっていただきまして、７２ページの下段の、５項

住宅費・２目住宅建設費、公営住宅等整備事業、社会資本整備総合交付金事業につ

きまして、９８０万円を計上いたしております。予算書は、２５９ページの中ほど

の説明欄００１でございます。これは、公営住宅施設整備工事でございまして、於

福町下地内の於福団地におきまして、屋根に防水及び断熱加工を施工するものでご

ざいます。財源は、国の５０％の交付金でございます。 

以上で、土木費の説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 地籍調査事業費についてお伺いいたします。予算書を見ます

と、今年２７年度につきましては７，４４０万――ということになっております。

昨年度が９，７３０万、その前年の２５年度が１億１，７１０万ということで、年

を追うごとに予算が減額になっております。まさかこのまま事業を止められるとい

うことはないと思いますが、心配になってくるということでお聞きします。この状

態によって、事業量でいくと、美祢市が地籍調査を終了するには８０年から上――
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この面積でいくと、かかると思います。 

東京に、六本木ヒルズという所がございますが、港区六本木を再開発するという

ことで始められた事業が、完成まで１７年の歳月がかかっております。ここの、地

籍調査ができていたら、６年間ぐらい早く出来ていたということを聞いております。

それででしょうかね、国もですね、地籍調査の重要性を、認識されましてですね、

調査を大いに推進しようということで、近年も全国的に、事業が――事業の規模が

多いということも聞いております。 

山口県も、市町の事業要望につきましては、なるべく受け入れるようにとすると

いうことも聞きました。地籍調査というのは、ライフラインとは申しませんが、行

政の基盤である重要なインフラというふうに思っております。昔、地籍調査に詳し

い人と話しをしました時に、日本で山林の図面がないのは山口県と伊豆大島だけで

はないかということを聞いたこともございます。私が確認したことではありません

が。県下の市町でも、８市町が完了をしております。残りが１１市町もありますが、

完成間近のところもございます。この調査は、急ぐ必要があるというふうに私は考

えておりますが、この事業は、時間をかけて地道に進めていくしか方法はないとい

うふうに思っております。市民の方からも、早期実施の要望を多く聞いております。

予算的にも、９５パーセントが事業補助ということで、それだけ国、県が、この事

業は推進しておるというところではないかというふうに思います。担当課も、住民

の事業要望を聞いておられると思いますが、事業がふえないのはなぜかということ

で、私の思うところ、結局担当職員が少ないのではないかというふうに思っており

ます。現在、２名の担当の方がおられますが、地籍調査というのは、権利関係を扱

うところから広範な法律の知識も必要ですし、調査地域の人をまとめるメンタル面

も必要であります。なかなか困難な仕事かというふうに思っております。 

そこでお聞きいたしますが、事業量の増加について検討されたとは思いますが、

この調子、このままでいくと、８０年かかるということで、このままでいいですか

と。こういうお尋ねです。これは、担当部長にひとつお答えいただければというふ

うに思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、西田建設経済部長。 

○建設経済部長（西田良平君） ただいまの御質問にお答えいたします。国におきま
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して、平成２２年度なんですが、それを初年度といたしまして「第６次国土調査事

業１０箇年計画」を定めまして、国としてですね、測量の簡素化、それから山村部

の立会の弾力化ということを進めまして、緊急かつ計画的な実施を促進するという

ふうに計画上ございます。市といたしましても、山口県の国土調査推進協議会を通

じまして積極的に予算要求等をいたしまして予算を確保したいところでございます

が、結果として今回お示しの予算が確定したというところでございます。予算につ

きましては、まあそういうふうな経緯の中からの確定ということでございますが、

委員言われましたとおり単純計算で７０年、８０年というふうな、まあ膨大な日数

と言いますか、それがかかるということは重々承知をしているところではございま

すが、一応予算的にはそういうことがございます。 

それからですね、もう１点といたしまして、担当職員の問題があろうかと思いま

す。現在農林課のほうにですね、地籍調査室というかたちで建設課から農林課のほ

うに移行したところでございますけども、これにつきましてはですね、一つ、市の

職員といたしましては２名ということでございますが――済みません、３名。３名

ですけど、ひとつの手法といたしまして、カルスト森林組合さん、こちらのほうに

ですね、地籍調査の測量士さんの方がいらっしゃいまして、まあカルスト森林組合

さんというのは山を重々御承知のこともございまして、まして、そういうふうな資

格をお持ちであるということでございますので、その森林組合さんのほうにですね、

委託を今年度いたしまして、さらに推進できるような体制を整えているところでご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 人的な確保というのは若干分かりましたが、面積が……とい

うことは体制も大体整ったということで、来年からは面積を広げる、そういう方針

というふうに聞いてよろしゅうございますか。 

○委員長（髙木法生君） はい、志賀農林課長。 

○農林課長（志賀雅彦君） ただいまの秋枝委員の御質問にお答えをいたします。こ

の地籍調査の要望というのは、市から県に要望を上げます。で、県から国に要望を

上げて、その要望に対して国から県に下りて、県から市に下りるという流れになり

ます。その要望の段階で、要望は―――県への要望は面積まだ多く出してますが、
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国に上がって県にまた戻ってきた段階で、県が今残っている１１市になると思いま

すが、そこの中でまた予算配分を各市に配分をいたしますので、来年度と言います

か、２８年度からふえるという要望はいたしますが、ふえるかどうかというのは配

分次第になろうかと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） ３回ということでこれ以上言いませんがですね、私、今１１

市町が事業をしておられますがですね、はあ終わりに近いのが何市かあるんですよ

ね。そうした場合ですね、事業量としては、山口県で浮いてくると思います。でで

すね、国、県もですね、この事業については推進しております。おりますから、要

望をかければ、ある程度認められるというふうに思っております。ということで、

お答えは結構ですが、来年を期待しておるということで、これでおきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） ちょっと、説明を聞き損ねたか、理解がついていってないか

分かりませんが、概要の説明の６９ページ、一番上ですね。サイクリングロード整

備事業。「自転車道を整備」し、とこう書いてあるんですね。予算書の２４７ページ。

どういう取り組みをされようとしているのかちょっと予算書じゃ読み取れないんで

すね。自転車道を整備するといいながら、工事費も何も無いと。資料等作成委託料

が主になってるんですね。この取り組みについてどのように説明があったか、ちょ

っと聞き漏らしたかもしれません。もしあれやったら、再度ちょっと説明をしてい

ただきたいと……。 

○委員長（髙木法生君） はい、中村建設課長。 

○建設課長（中村寿志君） ただいまの竹岡委員の御質問にお答えいたしたいと思い

ます。新年度サイクリングロード整備事業といたしまして、主に先ほど言われまし

たように、自転車道に対する基礎計画を策定するということで主な事業費を上げて

おります。これは、今、サイクリングということで健康志向、あるいは自転車愛好

家を受け入れ、観光につなげていこうと主旨でございまして、主に私どもが考えて

いることは三つほど、とりあえず考えております。そのことをちょっと御説明した

いと思います。 
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まず第１に、今山口秋吉台公園自転車道という専用――自転車専用道がございま

す。そちらの再整備をまずは考えております。こちらの舗装の補修、それから案内

表示のリニューアル、それと休憩施設の再整備、このあたりを考えております。 

続きまして、カルストロード、こちらは秋吉台上にある県道秋吉台公園線、こち

らになりますけど、こちらのほうも自転車道の表示看板を設置、あるいはカラー舗

装をして、車道と歩道、車道と自転車道を区分けするとか、そういったことを今考

えております。 

三つ目ですが、周遊コースとして近隣市への自転車道の周遊コースを考えており

ます。こちらは長門市、あるいは下関市、あるいは山口市などと協同しながら、周

遊コースを考えていきたいと思っておりますが、まあいずれにいたしましても国

道・県道を使うような中身でございます。いまからは、県と市と近隣市町と合わせ

まして、どうやってこういうサイクリングロードを整備できるかっていうのを検討

することも踏まえて、予算化をしているところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 詳しい説明いただきまして、ありがとうございました。私も

ぜひですね、先だって９日……えっと何日だったですかね、月曜日に実は、先週の

月曜日ですか、広谷商店街の所を通って秋芳洞のお客さんを見たんですが、非常に

若い人が多かったんですね。まあ休日でなかった。いわゆる平日だった可能性もあ

ったんでしょうけど、団体客はいなかったんですけど、非常に小グループあるいは

学生さん、あるいはアベック、まあ若い方が多かったと印象を受けました。そん中

でですね、山口から秋芳に向けての自転車道――あの私よく山口に行くんですが、

非常にもう一見汚らしいっていう表現したら悪いんですかね。古くなって使い勝手

が悪いなと思いながらいつも通っているんです。そこでですね、今年は基礎調査を

やって資料づくりとおっしゃったんですが、どの程度の期間でこれをやりあげてい

こうというお考えなのかお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、中村建設課長。 

○建設課長（中村寿志君） ただいまの御質問にお答えいたします。まずは、現地調

査をしてみてどの程度の痛みがあるかどうかを確認してからの期間となると思って

おります。先ほど言われましたように、かなり老朽化しておりますのでリニューア
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ルを早期にして観光につなげたいと考えております。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、西田建設経済部長。 

○建設経済部長（西田良平君） 済みません。若干の補足説明をさせていただきます。

ただいま、建設課長が申し上げたとおりでございますが、所管的に県の所有、県道・

国道あるいは自転車道、これは県の所有ということになりますので、先ほど課長申

しましたように、まずは近隣の市町で自転車道の協議会を発足させまして、それで

何とか周遊的にできるものかどうかを検討した上で、県にもその協議会に入ってい

ただくというふうなスタンスの中で、最終的には県のほうに予算をとっていただく

というかたちでの整備になろうかと思いますので、具体的に何年度ということは、

なかなか言い切れない部分がございます。ただ後一つがですね、このサイクリング

ロードということにつきましては、まさに市長のほうの強い思いでございまして、

国土交通省あるいは各市町の首長さんが集まる道路関係の会議がございまして、こ

の中で市長のほうがぜひこういったようなかたちで観光にも山口県全体でも寄与す

べきではないかというふうな思いからですね、こういうふうな動き、事業化という

ふうな流れになったということがございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） ページが、概要で７１ページなんですけど。美祢さくら公園

遊具整備事業なんですが、これは市民の方が遊具がなくて長門まで行かないと子供

が遊ばせてやれないと御意見がありました。これができること、本当に良いと、あ

りがたいです。あのせっかくですから、小さい子供さんの御両親とか関係者の方、

保育園の方とか、どうすれば――どのようにすればいいのかということを聞いてい

ただきたいと思います。これを言いますのは、あの先ほどの美祢の駅前にぎわいス

テーションの件です。あそこに出来たんですけど、あの周りの方でした。関係者の

方っていうか、あの市民の方です。これをつくるなら地元の意見を聞いてほしかっ

たという意見を聞きましたので、せっかくこのできるのですから、皆さんの意見を

よく聞いて設計をしていただきたいと思いますが、願いが叶うのでしょうか。お尋

ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、中村建設課長。 
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○建設課長（中村寿志君） ただいまの御質問にお答えいたします。遊具を設置する

場所でございますが、面積が限られて、形状も決して良くない状況の下で遊具を設

置するということで、最大限多くの方に利用していただけるように、幼児から小学

生高学年まで楽しめる遊具を計画しております。なかなかそこに思いが入れられる

ようなスペースがないということでございまして、今のところは職員が知恵を出し

て、より良いものをということで計画して予算計上しております。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め質疑を終わります。この際、暫時１時まで

休憩をいたします。 

午後０時０３分休憩 

 

午後１時００分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

次に、消防費を議題といたします。執行部より説明を求めます。松永消防本部次

長。 

○消防本部次長（松永 潤君） 消防費について、御説明をさせていただきます。予

算書の２５８ページ、２５９ページ、予算の概要７３ページをお開きください。９

款消防費・１項消防費・１目常備消防費の主要事業について御説明させていただき

ます。予算書２６３ページをお開きください。予算の概要は７３ページの中ほどに

なります。予算書の設明欄、００９消防・防災施設整備事業として３，３９５万６，

０００円を計上しております。これは、消防装備の充実を図るため、美祢市消防署

の消防ポンプ自動車を更新整備するものです。緊急消防援助隊設備整備費補助事業

として計画しております。特定財源として、国庫支出金７５５万４，０００円、市

債、消防施設整備事業債２，３４０万円を計上しております。 

次に、その下になりますが、説明欄０１０通信指令業務共同運用事業として６０

３万６，０００円を計上しております。これは、各種災害に対する通信指令体制充

実のため、平成２５年１０月から下関市と共同運用を行っております、消防指令業

務運用に係る機器保守委託料及び下関市への負担金等の経費となっております。 
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次に、説明欄０１１消防救急無線デジタル化共同整備事業として、１，１８０万

８，０００円を計上しております。これは、下関市と共同で整備しております、無

線デジタル化整備工事に係る負担金であります。３箇年計画の最終年度となってお

り、平成２７年度で整備が完了する計画となっております。特定財源として市債、

消防施設整備事業債１，０６０万円を計上しております。 

続きまして、２目非常備消防費について御説明いたします。予算書の２６４、２

６５ページをお開きください。説明欄、００３消防団拠点施設等整備事業として１，

６０８万２，０００円を計上しております。主な事業として、予算の概要７４ペー

ジ中ほどをごらんください。消防団消防ポンプ自動車等更新事業として、消防体制

充実のため、小型動力ポンプ付き積載車２台更新に１，３６７万１，０００円、こ

れには特定財源として市債、消防施設整備事業債１，３６０万円を計上しておりま

す。 

次に、予算の概要その下、消防団災害活動用情報通信機器整備事業として、消防

団各部隊に携帯トランシーバー３２台の配備するため１０７万２，０００円、これ

には特定財源として、自治宝くじ助成金１００万円を計上しております。 

次に、予算書２６６、６７ページをお開きください。説明欄、００５石油貯蔵施

設立地対策補助事業として、７９３万５，０００円を計上しております。これは、

石油補助金を活用し、消防団消防車両１台を更新整備するものです。特定財源とし

て、石油貯蔵施設立地対策等補助金６１３万円、市債、消防施設整備事業債１４０

万円を計上しております。 

続きまして、３目消防施設費について説明いたします。予算書は同ページ、予算

の概要７５ページをごらんください。予算書説明欄、００１消防・防災施設整備事

業として、１，０３９万７，０００円を計上しております。主な事業として、安全

面、環境悪化防止のため、既設防火水槽への改修蓋設置４箇所、豊田前町保々、西

厚保梅香、美東町切畑、秋芳町別府大日住宅に設置するものですが、６２０万２，

０００円、これには特定税源として市債、消防施設整備事業債６２０万円を計上し

ております。 

４目水防費については、省略させていただきます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました、それでは質疑を行います。質疑はご
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ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。次に、教育費を議題

といたします。執行部より説明を求めます。津守学校教育課長。 

○学校教育課長（津守一郎君） それでは、総務費が一件、御説明ができておりませ

んのでその説明をさせていただきます。予算の概要では３４ページをお開きくださ

い。予算書では、１４０ページから１４３ページでございます。人財育成推進事業

について御説明申し上げます。２款総務費・１項総務管理費・１４目スプリング美

祢フォース推進費、１、美祢子ども交流塾開催事業として４０万円を予算計上して

おります。これは、市内全小・中学生を対象に、ふるさと学習、国際理解教育、キ

ャリア教育、スポーツ・芸術等、様々な体験活動を通じて地域の次代を支える担い

手となる「いきいき美祢の子」の育成を図るものでございます。 

次に、２、特色ある学校活動支援事業として、５０万円を予算計上しおります。

これは、地域や学校の特色を活かした伝統的活動やジオ学習を支援することで、児

童・生徒がふるさとのよさを知り、誇りと愛着をもってそれらを継承・発展させよ

うとする心や態度の育成を図るものでございます。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） それでは、教育費について、主な事業について御

説明いたします。予算の概要は７６ページをお開きください。予算書は２７０、２

７１ページになります。 

１０款教育費・１項教育総務費・２目事務局費、説明欄００３事務局業務におい

て、小中学校閉校記念事業補助金を１００万円計上いたしております。これは、秋

芳南中学校と秋芳北中学校が統合し、新しく秋芳中学校が平成２８年４月１日に開

校することとなっており、秋芳南中学校及び秋芳北中学校の閉校記念事業に対し、

５０万円ずつ補助を行うものであります。 

同じく、説明欄００５特別支援教育推進事業として、３０６万７，０００円を計

上いたしております。これは、山口県立宇部総合支援学校美祢分教室に通学する児

童・生徒のスクールバス運行経費と旧桃木小学校の維持管理経費であります。 

○委員長（髙木法生君） 津守学校教育課長。 
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○学校教育課長（津守一郎君） 続きまして、予算の概要７７ページの上段をごらん

くださいませ。予算書では、２７３ページでございます。３目指導費でございます。

新しい学校を創る美祢コミュニティ・スクール推進事業について御説明申し上げま

す。１、コミュニティ・スクール充実事業として２２５万円を予算計上しておりま

す。これは、保護者や地域住民のニーズを迅速に学校運営に反映させるために、市

内全小・中学校をコミュニティ・スクール――２年目でございますけども、指定し、

学校・家庭地域が一体となってよりよい教育の実現を目指すものでございます。２、

コミュニティ・スクール推進事業として１５万円を予算計上しております。これは、

市内全小・中学校の学校運営協議会の代表者を招集しまして、それぞれの学校運営

の活性化を図るとともに、地域と共にある新しい学校づくりを推進するものでござ

います。 

それから、その次の次でございますけども、同じ予算の概要７７ページでござい

ます。夢をつなぐ特別支援充実事業について御説明申し上げます。予算書も同じく

２７３ページから２７５ページでございます。夢をつなぐ特別支援充実事業として

９７万２，０００円を予算計上しております。これは、先ほどもございましたけど

も、この４月の宇部総合支援学校美祢分教室の開設に伴いまして、幼・保・小・中・

高など、校種間の連携や関連機関とのつながりを一層強化し、さらに、教育相談支

援チームを編成するなどして、一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な支援や学

びのつながりを実現するとともに、美祢市の特別支援教育のさらなる充実を図るも

のでございます。 

次にその下でございますけれども、７７ページの下段になります。ＭＩＮＥグロ

ーバル人財育成推進事業について御説明申し上げます。予算書では同じく２７５ペ

ージでございます。ＭＩＮＥグローバル人財育成推進事業として、２００万円を予

計上しておりますが、ふるさと美祢応援基金繰入金を充てております。これは、外

国語指導助手、ＡＬＴ等による、英語の教材をもとにした会話やリーディング等の

英語指導、さらには、中学生は３級、小学生は５級英語検定への挑戦などを通して、

英語を使ってのコミュニケーション力やグローバル感覚を磨き、交流拠点都市美祢

市を担う、国際感覚豊かな人財の育成を図るものでございます。 

続きまして、次の予算の概要７８ページをお開きください。上から２つ目でござ

います。予算書では同じく２７５ページでございます。いじめ等生徒指導対策事業
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について御説明申し上げます。１、子ども自立支援事業として、１４２万６，００

０円を予算計上しております。うち、県支出金は９５万円でございます。これは、

スクールサポートチームを編成しまして、学校、児童相談所、市福祉担当課等の関

係機関との連携を図りながら、定期的に学校を訪問するなどして、問題を抱える子

どもの早期発見、早期対応を図るものでございます。さらに、２、いじめ問題対策

事業として、３万４，０００円を予算計上しております。これは、年２回、臨床心

理士、社会福祉士、警察、少年安全サポーター、保護司、人権擁護委員など専門的

な関係機関を招集しまして、緊急事案等への対応策を協議するために設置するもの

でございます。 

続きまして、予算の概要は７９ページをごらんくださいませ。上段でございます

けれども、予算書は２７５ページでございます。外国青年英語指導事業と――申し

訳ございません。７８ページでございます。いじめ等生徒指導対策事業の下でござ

います。みね型地域連携教育推進事業でございます。予算書２７５ページをお開き

ください。みね型地域連携教育推進事業として、２６９万３，０００円を予算計上

しております。うち、県支出金は２６８万２，０００円でございます。これは，市

内複数中学校区を、地域連携教育重点推進地域に指定しまして今後３年間、各小・

中学校のよりよい、より一層の連携、あるいは学校運営協議会、コミュニティ・ス

クールの機能の向上、地域ネットワークの構築を目指すものでございます。 

それから、次の予算の概要７９ページの上段でございます。５目外国青年英語指

導事業費でございます。外国青年英語指導事業としまして、１，５３０万９，００

０円を予算計上しております。これは、全ての小・中学校へ外国語指導助手、ＡＬ

Ｔを派遣しまして、日本人教師とのティームティーチングの実施によりまして、小

学校の外国語活動及び中学校の英語教育を充実させ、英語による実践的なコミュニ

ケーション能力の育成と国際理解教育の推進を図るものでございます。 

予算の概要、次の８０ページをごらんください。８０ページの上段でございます。

予算書では２８１ページでございます。２項小学校費・２目教育振興費、小学校教

育振興業務について御説明申し上げます。教科書改訂事業として、２，３９７万２，

０００円を予算計上しております。これは、４年に１回の教科用図書改訂に伴いま

して、教師用の教科書、指導及び教材を購入するものでございます。 

以上です。 
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○委員長（髙木法生君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 予算の概要は、同じページになります。予算書は、

２８２、２８３ページになります。 

３目学校施設整備費、説明欄００３小学校非構造部材耐震化事業として、１億６，

６３１万円を計上いたしております。これは、東厚小学校ほか６校の屋内運動場に

係る天井落下防止等、非構造部材耐震化の実施設計費と工事請負費であります。 

この特定財源として、国庫補助金５，６５３万６，０００円を見込んでおります。 

同じく、説明欄００４秋芳北部地域統合小学校整備事業として、６，２３１万６，

０００円を計上いたしております。 

これは、嘉万小学校と別府小学校の統合に向け、現在の秋芳北中学校の校舎を解

体し、新しく木造の校舎を建設することといたしており、秋芳北中学校校舎の解体

に係る実施設計と新しい校舎建設に係る実施設計を行うものであります。 

なお、債務負担行為といたしまして、各校舎解体工事費の６，２９５万７，００

０円を限度額設定するものであります。 

続きまして、予算の概要は８１ページになります。予算書は、２８４、２８５ペ

ージになります。３項中学校費・１目学校管理費、説明欄００３スクールバス等運

行事業として、１，２０６万１，０００円を計上いたしております。 

これは、秋芳中学校の開校に伴い、秋芳北中学校区の生徒送迎用スクールバスを

東西・南北２ルートの運行をすることとしており、車輌２台を購入するものであり

ます。この特定財源として、国庫補助金５１４万円を見込んでおります。 

同じく、説明欄００４開校準備事業として、３５２万４，０００円を計上いたし

ております。 

これは、秋芳中学校開校に向けた、校歌公募に係る報償費や備品購入費等であり

ます。 

続きまして、予算の概要は８２ページになります。予算書は、２８６、２８７ペ

ージになります。３目学校施設整備費、説明欄００１中学校施設整備事業におきま

して、秋芳南中学校施設整備事業として７９９万２，０００円を計上いたしており

ます。これは、新しい秋芳中学校の校舎となる秋芳南中学校の校舎を開校に向け、

不足する教室ロッカーの設置や給食保管庫の棚を設置するなどの改修を行うもので

あります。この特定財源として、国庫補助金２６６万４，０００円を見込んでおり
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ます。 

同じく、説明欄００２中学校非構造部材耐震化事業として、６，５４０万円を計

上いたしております。これは、伊佐中学校ほか１校の屋内運動場に係る、非構造部

材耐震化の実施設計費と工事請負費であります。この特定財源として、国庫補助金

２，１８０万円を見込んでおります。 

同じく、説明欄００３秋芳中学校プール整備事業としまして、１億７８２万１，

０００円を計上いたしております。これは、秋芳中学校の教育がより充実したもの

となるよう、現在の秋芳プールを解体し、新たに２５ｍプールを整備するものであ

ります。この特定財源といたしまして、国庫補助金１，４５０万３，０００円を見

込んでおります。 

○委員長（髙木法生君） 内藤生涯学習スポーツ推進課長。 

○生涯学習スポーツ推進課長（内藤賢治君） 続きまして、予算書２８８、２８９ペ

ージ、予算の概要は同じく８２ページでございます。５項社会教育費・１目社会教

育総務費でございます。社会教育総務費は、２６年度と比較して９，８６１万４，

０００円減額し、４，７１４万６，０００円計上しております。減額の主な理由は

工事請負費の減額でございます。 

主な事業につきまして、御説明いたします。まず、予算書説明欄００１人権教育

推進事業といたしまして、１１７万円。そのうち、１１７万円の中に含まれていま

すが、人権教育総合推進地域事業といたしまして、８０万円。これは、平成２６年

度から３年間、大嶺地区が文部科学省の人権教育総合推進地域の指定を受け、学校・

家庭・地域が一体となった人権意識を培い、人権尊重の精神を高めることを目的に

実施するものでございます。事業費８０万円は、１００％県支出金を財源としてお

ります。 

次に、予算書２９０、２９１ページ、予算の概要は同じく８３ページでございま

す。予算書説明欄００６美祢カルスト子ども映画祭開催事業といたしまして、６６

万円計上しております。これは、映画制作を通じて、子供たちの表現力、コミュニ

ケーション能力、ＩＣＴ活用能力を養成するもので、子供たちが自ら制作した３分

間の映像作品をコンテストする、アジア国際子ども映画祭の中国ブロックの予選会

として開催するものでございます。なお、２７年度の映像作品のテーマは「私が幸

せを感じるとき」に決定しております。 
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次に、予算書説明欄００７コミュニティセンター管理運営事業でございます。こ

れは、地域住民の自主的なコミュニティ活動と生涯学習の拠点としてのコミュニテ

ィセンターを管理運営する経費でございまして、新たに堀越コミュニティセンター

管理運営経費を５０万１，０００円計上し、合計１６２万９，０００円計上いたし

ております。 

次に、予算書２９２、２９３ページをお開きください。予算の概要は８４ページ

でございます。予算書説明欄０１２地域交流センター運営事業でございます。これ

は、鳳鳴地域とその周辺地域の交流促進のため、鳳鳴地域交流センターを管理運営

するための費用でありまして、１８１万５，０００円計上しております。 

次に、予算書説明欄０１３世界スカウトジャンボリー歓迎交流事業でございます。

これは、平成２７年７月２８日から８月８日にかけて日本と世界のボーイスカウト

約２４，０００人、スタッフ約６，０００人、合計約３０，０００人が山口県を訪

問し、そのうち、美祢市へは８月１日と８月５日にそれぞれ約６００名、合計で約

１，２００名の訪問があり、歓迎交流を行うものであります。なお、財源は１００％

市町村振興基金助成金でございます。 

次に、予算書２９８、２９９ページをお開きください。４目市民会館費でござい

ます。予算の概要は８５ページでございます。予算書説明欄００３市民会館管理運

営事業でございます。平成２６年度と比較して９，２２０万円減額して、２，７９

５万１，０００円を計上しております。主な減額理由は、工事請負費の減でござい

ます。主な内容といたしまして、予算書説明欄００３市民会館管理運営事業でござ

います。これは、市民のコミュニティ活動と生涯学習の拠点、及び生活文化の向上

と教育の振興を図るため、市民会館を運営する経費でありまして、１，９７２万４，

０００円計上いたしております。 

○委員長（髙木法生君） 高橋文化財保護課長。 

○文化財保護課長（高橋文雄君） 続きまして、５目文化財保護費について御説明い

たします。予算書の２９８ページ、予算の概要の８５ページ、下段からでございま

す。 

文化財保護費の予算額につきまして、１，１９７万２，０００円の減となってお

ります。これは、東大寺サミット等の負担金や長登銅山跡地整備事業の事業内容の

変更等による経費の減によるものでございます。事業といたしまして、長登銅山跡
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地整備事業に２８０万円を計上しております。これは、平成２２年度から実施して

おりました史跡内の主要な土地の公有化が本年度で終了いたしますので、平成２７

年度からは、新たに史跡整備に向けた遺構の確認調査を４箇年計画で行うものであ

ります。平成２７年度は、遺構調査に先立ち、現在の地表の状況を記録するための

地形図の作成を行うための経費でありまして、国庫補助率５割の事業でございます。

予算の概要の次のページをお開きください。 

続きまして、指定文化財保護管理事業に３４０万６，０００円を計上しておりま

す。これは、指定文化財の保存管理や周辺整備等を行うための経費でございます。

予算の減につきましては、施設整備工事終了に伴う経費減によるものでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 末岡教育委員会事務局次長。 

○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） 続きまして、７目秋吉台科学博物館費の主

な事業について御説明いたします。概要書は８６ページ、予算書は３０６、３０７

ページでございます。 

秋吉台科学博物館管理運営事業といたしまして、８７２万６，０００円を計上し

ております。これにつきましては、博物館の業務であります、資料の収拾、保存、

調査研究、展示、そして普及教育。これらに基づきまして秋吉台科学博物館の運営

に要する費用でございます。 

続きまして、１ページ概要をめくっていただきまして、概要は８８ページ、予算

書につきましては３１４、３１５ページ、ジオパーク推進事業費について御説明い

たします。主な事業といたしまして、まず、ジオパーク推進事業として、２，５９

８万９，０００円計上しております。これは、概要書に記載してありますとおり、

主にはＭｉｎｅ秋吉台ジオパーク構想シンポジウム実施事業、それからジオパーク

推進協議会負担金、これに要する費用でございます。なお、シンジウムのこの実施

事業につきましては、一般財団法人自治総合センターの助成事業を活用しておりま

して、事業費２２８万円のうち、２２０万円の助成金を財源としております。 

そのほかといたしましては、その下のジオパーク拠点施設将来構想検討事業、こ

れに、４２万１，０００円を計上しております。これは、秋吉台科学博物館を中心

に施設のあり方について有識者を招いて検討する事業でございます。 

続きまして、概要書は８９ページでございますが、ジオパーク拠点施設活動充実
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事業に３９２万８，０００円を計上しております。 

○委員長（髙木法生君） 内藤生涯学習スポーツ推進課長。 

○生涯学習スポーツ推進課長（内藤賢治君） 続きまして、予算書３１６、３１７ペ

ージをお開きください。予算の概要は、同じく８９ページでございます。１０款教

育費・６項保健体育費・１目保健体育総務費でございます。 

主な事業といたしまして、予算書説明欄００７美祢秋吉台高原マラソン開催事業

として２８０万円、００８美祢秋吉台カルストウォーク開催事業として１４０万円

計上いたしております。これらは、いずれも秋吉台を舞台とした美祢市を代表する

スポーツ行事の一つで、全国から多くの来客を見込んでおります。 

続きまして、予算書３１８、３１９ページをお開きください。予算の概要は９０

ページでございます。２目体育施設費でございます。これは、体育施設の管理運営

に必要な経費を計上したものでございます。主な事業といたしまして、予算書説明

欄００１市民球場管理運営事業といたしまして、１，２１１万１，０００円を計上

しております。このうち、管理運営費として８２３万５，０００円、施設備品購入

として、３８７万６，０００円計上しております。施設備品購入につきましては、

市民球場開設以来使用してきましたスポーツトラクターが故障し、機械が古く部品

がないため修繕ができないことから、このたび新規更新を行うものでございます。 

次に、予算書説明欄００２温水プール管理運営事業でございます。温水プールを

管理運営する経費として、２，９５３万１，０００円計上しております。平成２６

年度と比較し、６７４万３，０００円を減額となっておりますが、これは工事請負

費の減額が主な理由でございます。 

次に、予算書３２０、３２１ページをお開きください。予算の概要は、同じく９

０ページでございます。予算書説明欄００４総合運動公園管理運営事業でございま

す。これは、秋芳北部総合運動公園を維持管理する経費でございますが、平成２６

年度と比較し、４４７万６，０００円減額となっております。これは、工事請負費

の減額が主な理由でございます。 

次に、予算書３２２、３２３ページをお開きください。予算の概要は９１ページ

でございます。予算書説明欄００７武道館・弓道場・アーチェリー場管理運営事業

でございます。これは、武道館と美祢・美東の弓道場及びアーチェリー場を管理運

営するための経費でございますが、平成２６年度と比較し、６３万９，０００円増
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額となっております。これは、美東弓道場のシャッターが老朽化しているため、施

設整備工事を実施することが主な増額理由でございます。 

次に、予算書３２４、３２５ページをお開きください。予算書説明欄００９体育

施設設置事業といたしまして、８，８３１万５，０００円計上しております。主な

内容は施設整備工事として、秋芳北中学校と秋芳南中学校が合併し、新たな中学校

ができることに併せて、現在の秋芳プールを解体してつくるプールの横にテニスコ

ートを設置し、また、大嶺地区のグラウンドには夜間照明施設のあるグラウンドが

ないため、大嶺小学校のグラウンドに夜間照明施設を設置することとしております。

そのほか、秋芳体育館消火設備改修工事など、施設整備工事費として合計８，７７

６万円計上しております。 

教育費に関しましては、以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑は

ございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねいたします。７８ページですが、いじめ等生徒の指導

対策の件ですけど、大人が気付かないときがありますが、県ではテレフォンサービ

スがありますけど、こういったテレフォンサービスの番号とかが子供たちがよく分

かるようになっているんでしょうか。お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） 津守学校教育課長。 

○学校教育課長（津守一郎君） 今の御質問にお答え申し上げます。相談の電話番号

とか教育委員会の電話番号だとか、そうしたことは学校を通じましてカード等々で

も紹介をしてございますし、子供たちのほうには周知をしております。また、学校

のほうにも相談をしていくという、そういう体制を敷いておりまして、その辺りは

十分行っておると考えております。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） ありがとうございました。かけがえのない命を守り、また心

身を守り抜くことが大事と思いますので、よくお願いいたします。 

それから、７８ページですが、あっ、済みません、７９ページの小学校の件です

けど、スクールバス、子供たちがこれが今現在に父兄が負担して学校行ってるとこ

ろが、その地域があるのでしょうか。これがもしあれば、全市が無料にならないか
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お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 三好委員の御質問にお答えいたします。スクール

バスの運行につきましては、無償での運行といたしております。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） そしたら、小学校には保護者が負担して行ってるところはな

いっていうことですね。 

○委員長（髙木法生君） はい、津守学校教育課長。 

○学校教育課長（津守一郎君） ただいまの御質問にお答えを申し上げます。美祢市

立小中学校児童生徒に対する通学費補助支給条例によりまして、小学生につきまし

ても、住居に最も接近した停留所、または駅から４キロメートルの以上離れており

ましたときに、その定期乗車運賃に対して２分の１の額を補助するということにな

っておりますので、４キロメートル未満の方については補助がございません。そう

いう状況がございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 関連質問ですが、８１ページです。これは、補助があります

が、中学校なんですけど、全市で中学校のスクールバス代を払っている地域は、美

東よりほかにありますか。先ほどと同じ４キロに関連するんでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） はい、津守学校教育課長。 

○学校教育課長（津守一郎君） ただいまの御質問にお答えを申し上げます。スクー

ルバスは無料でございますけれども、通学費の補助につきましては、先ほど申し上

げた条例によって、中学校でございましたら、６キロメートル以上離れておりまし

たときに、そこで、定期乗車運賃の２分の１を補助するということになっておりま

すので、６キロメートル未満の通学についての補助はございません。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） そうでした。ありがとうございます。それでですね、中学校、

小学校と義務教育ですから、全市どこに住んでも通学代がいらないようにできない
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か、検討していただけるかどうかお尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、津守学校教育課長。 

○学校教育課長（津守一郎君） ただいまの御質問にお答えを申し上げます。今生活

路線バス、それから、スクールバスのいろんな配置、そして、統廃合のこともござ

いまして、様々なことを勘案をいたしておりまして、そのことを今研究をしている

ところでございます。ですから、委員さんのおっしゃることも大変最もなことでご

ざいますけれども、そのことも踏まえて、研究をしていくということでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） それにまた関連するんですけど、７８ページですけど、これ

は高校のバス通学の件ですが、高等学校費がありますけど。今アンモナイト号が美

東に回っております。ありがたいんですけど、真長田の方たちがなかなか利用しに

くいと、真長田のほうへ回っていただけないかということを聞きまして、こういう

状況だということも言いましたが、何とかならないかと言われて、今美祢高もなく

なりましたし、バスを回していただけないかと、路線バスがあるから無理だという

ことも聞きましたが、スクールバスとして出るとか、次にもありますけど……出な

いでしょうかお尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） 今の質問は高校の関係ですか。 

○委員（三好睦子君） おかしいですかね。（「おかしいやろ」と呼ぶ者あり）ちょっ

と異論があるようですから、ちょっと。これは、情報のほうになるかと思いますの

で、ちょっともう質問を変えます。 

それで、９０ページなんですけど、温水プールの件ですけど、子供さんが今現在

プールに行くためのスイミングスクールのバスがないと。それで、小郡のほうに行

っていらっしゃる方もあります。美祢の温水プールに行くためにスイミングスクー

ルバスは出していただけないか、お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、内藤生涯学習スポーツ推進課長。 

○生涯学習スポーツ推進課長（内藤賢治君） 今のところその検討はしておりません。

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、猶野委員。 

○委員（猶野智和君） では、概要の８２ページ、秋芳中学校プール整備事業につい



－48－ 

てでございます。こちらのほう、秋芳南中学校は今まで、以前は町民プールという

ことでそちらのほう使っておりましたが、そちらが現在使えないということで、美

祢高のプールを借りているとかたちで。美祢高も廃止ということも含めて、随分地

元では懸念されておったところでございますが、この度こういうかたちで実質プー

ルのほう整備していただけるということで大変ありがたく思っております。この件

につきまして、少し質問させてください。 

こちら、秋芳の統合された後のプールということで、この現在の壊れた町民プー

ルに比べて、その位置、あと規模ですね。そして、当時町民プールは町民のプール

として、一般にも開放されておったわけですが、この辺り新しいプールはどういう

扱いになるのか。それと、一緒にテニスコートも一緒につくられるということなの

で、こちらを利用するにはやはり誰が中心になるのか、一般の貸し出しなどもある

のか。それと最後に、こちらの８２ページのほうでしたら、プールの整備事業とい

うことで、あとテニスとの整備は、この９１ページのほうの体育施設設置事業のほ

うというかたちで聞いておりますが、このプール以外でテニスコート部分は、改め

て９１ページのほうから出るという理解でよろしいでしょうか。 

以上、お願いします。 

○委員長（髙木法生君） はい、千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 猶野委員の御質問にお答えをいたします。秋芳中

学校のプールにつきましては、現在の秋芳プールを解体いたしまして、現在のプー

ル５０メートルプールですが、今後２５メートルプールの５コース、ＦＲＰ構造で

考えております。位置につきましては、現在の秋芳プールの西側に向きを少し変え

まして、建設する計画であります。中学校のプールとして整備いたしますが、学校

開放の一環として、一般の方にも利用ができるような方向で考えております。 

テニスコートにつきましては、一体的に整備するようになりますが、生涯学習ス

ポーツ推進課のほうからお答えしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、内藤生涯学習スポーツ推進課長。 

○生涯学習スポーツ推進課長（内藤賢治君） テニスコートにつきましては、体育施

設として整備いたします。プールの横に３面ほどつくる計画をしております。これ

につきましては、照明付きの一般の方も利用できるし、中学生の方も部活で活用で

きるということにしておりまして、一般体育施設の扱いでございます。 
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以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） 今のプールの件について、ちょっと再確認したいんです。一

般質問で私再三、やっぱ学校にプールを併設して設置する。この案についていろい

ろ検討されたかどうか、やはりかなりの距離がありますよね。今のテニスコートも

距離があってクラブ活動等で使うには、やはり不便を生じると。だから、校内の敷

地に云々ということについては、どうしても狭くてそういう場所がないと。しかし、

その周辺も検討したがこういう結果になりましたと。もうひとつは、公民館の周辺

の整備に合わせてこれをやられるということは大変いいことだけれども、学校の専

属施設ではなくなるわけですね。その辺のことについて、北中のほうはテニスコー

トは、ちゃんとあるから合併してもテニスコートは必要だと、こういう声もありま

したが、その辺の学校の声とか住民の声、そういったものを検討したけれども、や

はりこういった結果になりましたというのかどうか、その辺をちょっとお聞きした

い。 

○委員長（髙木法生君） はい、千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 河本委員の御質問にお答えいたします。学校敷地

内にプール、あるいはテニスコートを整備できるのが一番よろしいかと思います。

移動にかかる時間も少なくてすみますので。しかしながら、現在の秋芳南中学校は、

過去に被災した経緯とかございますので、その土質的なことも考えまして、あるい

は現在のグラウンドの水はけの状況のことも考えまして、現在の秋芳プールの位置

を建設場所として、考えたところであります。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、俵委員。 

○委員（俵  薫君） 質問というよりお願いになろうかと思うんですが、予算の概

要の８９ページ、美祢秋吉台高原マラソンです。この大会、全国からたくさんの人

が来られるんですが、この大会は３回やると２回ぐらい雨なんですよね。雨大会だ

というふうに思っております。今年の大会も吹く降るで大変な大会であって、例え

ば受付けに来られて状況を見て帰られる方、スタートした時点で帰られる方、こう

いうことじゃ大会参加者はふえないと思うんですよね。この日にちをこう、変える

ということはできないものかどうか、教えていただければと思います。 
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○委員長（髙木法生君） はい、内藤生涯学習スポーツ推進課長。 

○生涯学習スポーツ推進課長（内藤賢治君） この日程につきましては、運営委員会

を設置しておりまして、この中には商店街の皆様も入っておられます。あそこ封鎖

して開催いたしますので、商店街の皆様は一番観光客の少ない時期ということで、

例年この時期になっております。商店街の皆様、運営委員の皆様の御了解が得られ

れば、その辺がもう少し自由が利くものと考えております。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、俵委員。 

○委員（俵  薫君） 例えばバザーなんかで出店してる方も、今年はもう全然売り

上げも少なかったんじゃないかと思うんですよ。いろいろ難しいでしょうけど、で

きれば２回に１回ぐらいの大会にしてほしいなというふうに……。どうかよろしく

お願いします。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） たびたび申し訳ありません。ちょっと聞き漏らしたので再度

お尋ねします。ページ８１なんですが、上から２番目なんですけど、スクールバス

の運行事業費なんですが、これは統合に伴い秋芳中学校生徒の通学のためのスクー

ルバスを導入ってありますが、保護者の負担があるのか、ないのかお尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 三好委員の御質問にお答えをいたします。保護者

の負担はございません。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 分かりました。美東は負担をしてるんですが、どうなんでし

ょうか。別に秋芳中学校負担しろと言ってるわけではありません。美東の通学費を

この秋芳と同じようにしていただきたいのです。 

○委員長（髙木法生君） 美東もスクールバスは無料という話じゃなかったですか。 

○委員（三好睦子君） スクールバスじゃなくて、通学費を負担していただきたい。

それか、それが無理でしたら通学バス代を―――スクールバスを出していただきた

いのですが。 

○委員長（髙木法生君） はい、千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 三好委員の御質問にお答えをいたします。あくま
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でも、スクールバスの運行につきましては、無料でございます。無償運行をいたし

ております。通学に伴って、路線バス、アンモナイトバスを利用してらっしゃる方

に対する通学費補助につきましては、先ほど津守学校教育課長がお答えいたしたと

おりでございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい三好委員。 

○委員（三好睦子君） 住んでるところで子供の、美東中は４０地区が合併したんで

すが、住んでる場所で、片やスクールバスが出て無料だと。片方はスクールバスが

なくて路線バスを利用している。あれも学校便ではありますが、一般も乗れますけ

ど、それって何かおかしいとお思いになられませんでしょうか。改善の余地はあり

ますか。お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） さっきも同じような質問だったと思いますけど。（発言する

者あり）はい、津守学校教育課長 

○学校教育課長（津守一郎君） 委員の御質問にお答え申し上げます。先ほどの申し

上げましたけれども、これからしっかりと生活路線バス、スクールバス、そして統

廃合等々も加味しまして、研究してまいりたいと思っておりますし、今旧美祢市内

の中学校におきましても、先ほど申し上げました６キロ未満の子供たちには御家庭

に補助の支給はございませんので、小学校は４キロ未満というようなことでござい

ます。ですから、美東中学校の子供たちだけがっていうことではございませんけれ

ども、しっかりとその辺り市全体見てということを研究してまいりたいと思ってお

ります。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。質疑なしと認め、質疑を終わりま

す。次に、災害復旧費を議題といたします。執行部より説明を求めます。志賀農林

課長。 

○農林課長（志賀雅彦君） それでは、１１款災害復旧費について御説明いたします。

予算書の３２６、３２７ページの中ほど、予算の概要の９２ページをお願いいたし

ます。１項農林施設災害復旧費。１目単独災害復旧事業６６万円、及び次の２目補

助災害復旧事業３０２万円につきましては、基本額を計上しておりますが、災害発

生時に規模に応じて補正予算を計上する予定としております。なお、特定財源とい
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たしまして、補助災害復旧費におきまして県支出金１２０万円と地元分担金２０万

円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 中村建設課長。 

○建設課長（中村壽志君） 予算書、同じページでございますが、２項土木施設災害

復旧費・１目単独災害復旧費でございます。予算書の右のページの説明欄００１現

年単独土木施設災害復旧事業といたしまして、道路河川の災害復旧費に６１０万円

を計上いたしております。これは、小規模な災害が発生した場合に必要な経費でご

ざいます。 

続きまして、予算書を一枚めくっていただきまして、２目補助災害復旧費でござ

います。右のページの説明欄００１現年補助土木施設災害復旧事業といたしまして、

道路河川の災害復旧費に１，０７５万円を計上いたしております。 

これは、災害が発生した場合に必要な経費でございまして、主なものは、測量設

計委託料と工事請負費でございます。この国の補助率は６６．７％でございます。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

最後に市税等の歳入を議題といたします。執行部より説明を求めます。細田税務

課長。 

○税務課長（細田清治君） それでは、歳入について御説明申し上げます。予算の概

要では６ページ、予算書では６８ページ及び６９ページをお開きください。予算書

で説明をさせていただきます。１款市税でございます。まず、初めに１項市民税で

ございますが、県内景気は緩やかに回復し、雇用、所得情勢は着実な改善を続けて

いるものの、個人所得の大幅な改善を期待することは困難な状況にある中、１目個

人分においては、納税義務者数の減による９億６，１７８万２，０００円としてお

ります。 

２目法人分は、過去５年間の実績等や法人税率の引下げの改正の影響を見込み、

２億４，８３０万円とし、個人・法人合わせた市民税を対前年度比で１，９６６万
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円減を見込んだ１２億１，００８万２，０００円を計上しております。 

次に、２項固定資産税・１目固定資産税でございます。土地・家屋は、平成２７

年度は評価替えの年でありまして、評価替えの減を見込み、償却資産は、平成２６

年の設備投資の動向により増額を見込み、現年課税分において、土地を３億２，２

３７万２，０００円、家屋を６億１８１万２，０００円、償却資産を５億６，４４

８万１，０００円とし、固定資産全体では、対前年度比で５，３１５万９，０００

円減の１５億１４４万円を計上したものでございます。 

次に、２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金でございます。対前年度比で

９，０００円減の１，３２３万１，０００円を計上しております。 

次に、３項軽自動車税でございます。過去５年間の伸び率の平均から、平成２７

年度税額を見込み対前年度比４２万３，０００円増の７，８６２万６，０００円を

計上しております。 

１ページめくっていただき、７０ページ、７１ページをお開きください。４項市

たばこ税でございます。過去４年の伸び率の平均から、平成２７年度税額を見込み

対前年度比１，２９９万８，０００円減の１億６，７５４万３，０００円を計上し

ております。 

次に、５項鉱産税でございますが、過去の実績と平成２６年度の実績見込みを考

慮し、対前年度比３５３万２，０００円増の６，２９１万１，０００円を計上して

おります。 

次に、６項入湯税でございます。過去の実績と平成２６年度実績見込みから、対

前年度比１８万２，０００円減の１１７万６，０００円を計上しております。 

次に、７項都市計画税でございます。先ほど御説明いたしました固定資産税と同

様に、対前年度比、８１９万７，０００円減の８，７９６万７，０００円を計上し

ております。 

以上が市税でございます。 

次に、２款地方譲与税から８款自動車取得税交付金は、国・県からの配分による

もので、予算の作成につきましては、昨今の景気の動向、国の施策を考慮するとと

もに、各関係機関からの見込みを過去の実績を参考に計上したものでございます。 

なお、７２ページ、７３ページの４款・１項配当割交付金、５款・１項株式等譲

渡所得割交付金は、日本経済の景気回復に伴う株式市場の取引利益の増益、６款・
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１項地方消費税交付金は、昨年４月からの消費税の引き上げに伴い、それぞれ増額

を見込み、７４ページ、７５ページの７款・１項ゴルフ場利用税交付金は１カ所の

閉鎖、８款・１項自動車取得税交付金は、税率の引下げに伴い、それぞれ減額とな

った額を見込んで計上しております。 

以上、税関係の歳入の説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 白井財政課長。 

○財政課長（白井栄次君） それでは、続きまして、私のほうからは市債について御

説明をさせていただければと思います。予算説明書につきましては、１１０、１１

１ページをお開き願います。 

まず、下のほうになりますけど、２１款市債・１項市債でございます。１目総務

債におきましては、庁用車を購入するため、低公害車導入事業債１３０万円を計上

いたしてございます。これは、地域活性化事業債で対応いたすこととしております。 

続きましてその下、２目民生債におきましては、過疎債ソフト分として社会福祉

協議会運営補助事業債６，８４０万円を計上いたすとともに、共楽荘におきまして

は、使用する庁用車を購入するために、低公害車導入事業債を１４０万円計上いた

しております。 

次に、３目衛生債・１節清掃債でございます。こちらでは、合併処理浄化槽設置

補助事業債１，５５０万円につきましては、合併処理浄化槽設置者に対して補助金

を交付する合併浄化槽設置整備事業に充当するものでございまして、過疎債のハー

ド分でございます。 

次に、上水道事業一般会計出資債として８６０万円を計上してございますけども。

起債事業は、水道事業債を予定しておりまして、於福町田代地区で実施をされます

未普及解消事業に充当することといたしております。 

次の医師確保対策事業債につきましては、病院等事業会計において実施されてい

る事業に対する繰出金に充当するものでございまして、４，７９０万円につきまし

ては過疎債ソフト分でございます。 

続きまして１１２、１１３ページをお開き願えたらと思います。 

続きまして、４目農林債の農業施設整備事業債５，２８０万円につきましては、

起債事業を公共事業等債で予定しておりまして、中山間地域総合整備事業や農地整

備事業など、ハード事業へ充当することといたしております。 
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次の秋吉台山焼き事業債７００万円につきましては、過疎債ソフト分でございま

す。 

次の５目商工債、観光施設整備事業債３，４７０万円につきましては、過疎債ハ

ード分でございます。大岩郷や弁天池におきます観光施設整備事業に充当いたすこ

ととしております。 

６目土木債につきましては、道路新設改良事業債５，３２０万円のうち、１，７

５０万円は辺地債でありまして、残りの３，５７０万円とその下の道路整備事業債

６１０万円、さらに、街路事業債１６０万円につきましては、いずれも過疎債ハー

ド分でございます。それぞれ、所要の事業に充当することといたしております。 

次に、７目消防債、消防施設整備事業債５，７３０万円につきましては、下関市

と共同で実施しております消防救急無線デジタル化共同整備事業や消防ポンプ自動

車導入事業等への充当を予定しておりまして、全額が過疎債ハード分でございます。 

次の８目教育債につきましては、小・中学校の施設整備事業債、また、非構造部

材耐震補強事業債、スクールバス導入事業債、コミュニティセンター整備事業債等

につきましては、いずれも過疎債ハード分でございますけれども、花づくり推進事

業債１，０５０万円につきましては過疎債ソフト分でございます。 

９目災害復旧債、農林、土木、総額４７０万円につきましては、災害復旧債でご

ざいます。 

１０目臨時財政対策債につきましては、４億９，４００万円で、前年度と比較を

いたしまして１億２，１００万円の減となったところでございます。 

以上、市債全体では、前年度と比較いたしますと１億３，５６０万円の減、１３

億４００万円を予定いたしております。そのうち、過疎債ソフト分は１億３，１３

０万円、過疎債ハード分及び辺地債につきましては５億９，２４０万円で、合計額

は７億２，３７０万円となったところでございます。 

最後に、予算書の１１ページをお開き願えたらと思います。こちらでは、第２表

債務負担行為をお示しいたしてございます。Ｍｉｎｅワクワク住マイル事業ほか９

事業につきまして掲載いたしてございます。平成２７年度におきまして、新たに債

務負担行為を設定するものを計上いたしたものでございます。 

以上が、議案第１０号平成２７年度美祢市一般会計予算の説明でございます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑は
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ございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 私は毎たび言ってるんですけど、税の申告時期を―――今申

告時期ですが、３月１６日までが申告の時期なんですけど、ぜひ皆さん、税の申告

に行っていただきたいと思います。４００万円以下は申告はいらないよということ

もありますが、そういう方もぜひ行っていただきたいのです。なぜかというと、い

ろんな福祉の制度とかあります。この制度を利用するときに、非課税証明書が必要

になってきます。そして、毎たびある人ですが、収入がないから年金だけだから行

かないと言われた方でしたが、「税の申告行ってないの」と聞いたら、「ずっと行っ

たことない」と言われたんですけど、その方はもしかして御主人亡くされてるんで

すけど、寡婦で―――今の方は元気ですけど、寡婦でいらっしゃいます。多分「税

の申告に何年と行ってないよ」と言われたから、寡婦の申告はしてないなと気にな

るところです。だから、皆さんに言いたいんです。４００万円以下でも税の申告に

行ってくださいと。そういうことで、要望も兼ねて、そういうことも税の申告のＰ

Ｒもして、税の申告の時には日程表が出るときに、この度は間に合いませんけど、

税の申告に行くようにというＰＲですか、それを時期になれば、来年なれば、ぜひ

していただきたいと思いますが……。 

○委員長（髙木法生君） 質疑をしてください、質疑を。申し訳ないですけど。はい、

細田税務課長。 

○税務課長（細田清治君） ただいまの三好委員さんの中で４００万円以下というよ

うな、公的年金の収入が４００万円以下の場合は、確定申告が不要ですが、市県民

税の申告は今言われたいろんな軽減等、控除等がありますので申告をぜひしていた

だきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。この際、暫時、休憩

いたします。 

午後２時１１分休憩 

 

午後３時２５分再開 
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○委員長（髙木法生君） 休憩前に引き続き、委員会を開きます。村田市長が出席さ

れましたので、これから総括的に審査を行います。 

それでは、議案第１０号平成２７年度美祢市一般会計予算を議題といたします。

本案に対する質疑はございませんか。はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 大きく２点についてお尋ねをしたいと思います。 

一つはですね、予算概要書の５６ページ、これ三好委員も言われたと思うんです

が、いきいき農地リフレッシュ事業、このことについてお尋ねをしたいと思います。

せっかくですね、耕作放棄されそうな農地をです、恐らく耕作放棄というと谷間と

か山の裾野になると思うんですね。そこを、農地としてできるだけ流動化したいと、

こういう意向だと思うんですが、一方ではですね、車で走ったら分かると思うんで

すが、日当たりのいい農地に最近流行っているメガソーラー、それがあちこちにで

すね、いい土地にされてるんですね。で、一方ではこうした農地をなんとか流動化

しようという……一方では利便性のいい、あるいは、農業委員会の範疇かもしれま

せんけど、当然農転やられるんだろうと思うんですが、そうした発電の風景という

のは何となく違和感を感じるんですが、本市としてですね、この辺について何らか

の規制をするお考えがあるかどうか。これが１点目です。 

それから２点目はですね、いろいろ議論をされました第三セクターのことなんで

すが、数日前に全協でですね、経営改善計画、美祢農林開発株式会社の計画の説明

を受けました。その中に、１９ページに、開発部門、いわゆる―――私もともと農

林開発の役割というものは、日銭を稼ぐ会社じゃないですよと。いわゆる、今カッ

ト野菜を本気でやっておられます。そうじゃなくって、私は商品開発することが最

大の目的ではないですかと言い続けてきたんですね。にもかかわらず、いろいろと

議会側も意見があります。それは人それぞれの意見ですからいいんですが。私は今

回の当初予算で１，５００万組んでありますね。まあ逆に言えば、こんな金額で商

品開発できるんですかと言いたいんですね。当然開発部をつくられれば人件費いる

だろうし、運転資金もいるだろうし、試験研究費もいるだろうと思うんですね。そ

うした点からして、逆にこれぐらいの予算で足りるんですかっていう質問を市長に

したいんです。どうやって、やっていかれるおつもりなのか。先ほど申し上げまし

た。キャベツを作っておられる方が赤字が出るとか、いろんな話がありました。だ

からこそ、付加価値をつけてそうした農業法人の皆さん方にもですね、商品開発し



－58－ 

たものを卸していって、そしてその法人の皆さんが利益を出していくという仕組み

も、これも六次産業の中の一つだと思っているんですね。 

ですから、そうした六次産業の牽引者になる美祢農林開発が、まあ逆に言えば、

私こんなことではできないだろうと思っているんですよ。倹約されてやられるおつ

もりかも知りません。まあその辺に、今までは担当課長だったんで、あまりは言い

ませんでしたが、私は第三セクターそのものがやるというその公益性、これを踏ま

えたうえで美祢農林開発やられたんだろうと思うんですね。したがって、本来の、

何回も言っていますが、本来の業務に立ち戻っていただいて、その上で金が足らん

と言うなら、しっかり市費を注いで、そして商品開発したものをそれぞれのところ

に卸していく。私はそれが一番大事じゃあなかろうかと思っております。この２点

について市長のお考えをお伺いいたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 竹岡委員からの御質問ですけど、１点目のメガソーラーのこ

とをおっしゃったんだろうと思いますね。確かに、今車で走っておる、ウォーキン

グしても、サイクリングしてもね、特に地方においてメガソーラーが非常に目立つ

ようになりました。原発の問題と非常に深く絡み合っておるんですけど、政府のエ

ネルギー源をどうするかという政策の下に、高値で太陽光エネルギーを買い取ると

いうことを義務付けまして、それによって、ある一定の利が得られるというで、い

ろんな業者の方が参入されまして、特に地方において、美しい山々田畑がですね、

メガソーラーになっていくというのは、私も実をいうと危惧しております。日本国

がもっておる、このすばらしい山野ですね、それがあったらばこその技術立国、―

―科学技術立国たる日本が成し得ておると、成り得ておると思っておりますんで、

地方が至るところメガソーラーになるということは、とても耐えられる景観でない

と思っております。今それに関連して、規制をかけるかどうかということおっしゃ

いましたけれども、政府そのものも今後のエネルギー政策を含めまして、御家庭で

つくられた小規模のメガソーラーって言うかな、太陽光パネルの買い上げ価格、そ

れから、企業ベースが非常に価格を下げてこられました。その辺ところの危惧感も

あるんだと思います。ですから、一基礎自治体である美祢市がですね、広くそれを

規制をするというのは非常に難しいですけれども、今後こういうことは、どこの地

方においても目立ってきていることでしょうから、また山口県の市長会とかですね、
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全国市長会のほうでも議論になって、それを政府にぶつけていくかたちになろうか

と思います。ですからその辺のかたちで、政府に規制の仕方等ですね、お願いをす

るかたちになろうかと思います。 

当面ですね、民有地と市有地――市有地というのは市が持っている、美祢市が持

っている土地なんですけど、二通りあります。私有地――民有地につきましてはで

すね、今のところ規制をする方法はありませんので、いろいろやっておられますけ

ど、この美祢市が持っている市有地につきましては、やはり我々が持っている公的

使命を考えた場合、それをメガソーラーにするのがいいのかどうかということを、

根本的に考えて私は今のところ対応しておりますので、美祢市有地に対してはそう

いうふうな規制という、条例とか規則とかではないですけれども、私の市長の判断

によって、その辺は取り組んでいるということです。 

それと、２点目の三セクの問題なんですけど、これは於福の美祢観光開発株式会

社、それから美祢農林開発株式会社、二つ持っている第三セクターですね、もう随

分議論が、この美祢市議会でされてきておると思います。以前は、美祢観光開発株

式会社、「道の駅おふく」についてもですね、お金を投資し過ぎるんじゃあないか、

投下し過ぎるんじゃないかという議論がありましたけれども、まあ最終的にそうし

た御発言をした議員もですね、公的使命が分かったと、よく理解できたと言ってお

られたと記憶しておりますし、両方が株式会社ということで設立をいたしておりま

す。会社法によりますとね、法律でいきますと、会社法っていうところの株式会社

なり有限会社っていうのは利益を追求するものとして設立をされます。その結果と

して、利益を得るのは働いておられる方とか株主が利益を得るということをもって

設立されます。第三セクターたるこの二つの会社ですね、道の駅おふくも美祢農林

開発株式会社もですけど、株式会社から、この会社法が適用されるんじゃないかと

いうことがあると思います。ベースとしてはあります。しかしながら、第三セクタ

ーがもっておる役割というのはですね、株式会社という体をとっておりますが、実

は公的使命をもって設立されたということがあります。ですから、裏を返せばです

ね、会社法で求めておる利益を上げるために会社を運営するということは、全くな

いというふうに理解していただいて結構です。というのが、今全国に――平成２５

年の暮れのデータベースだったと思いますけど、全国で八千程度のですね、第三セ

クター等が存在しております、実は。そのうちの七千が第三セクターそのものです。
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そして、その半分に当たる三千五百がですね、株式会社で運営されているというこ

と。そして、毎年毎年ですね、百未満の数十の単位で第三セクターが全国津々浦々

で設置をされている、新しくですね。それは、なぜかと言いますとですね、それも

その第三セクターが集中して設立されておるということがですね、いわゆる我々の

ような中山間、過疎地に集中しておるわけです。それは、なぜかと言いますと、民

間の方々が自分たちの営利を目的に入って来られた結果、その地域が振興するし、

また雇用が生まれますけれども、でもそれが望めない、望みが薄いところについて

は、この第三セクターたる株式会社を設置をして、雇用をつくっていこうじゃあな

いかとか、道の駅でいえば流通人口を上げていこうじゃあないかとか、それと道の

駅、美祢農林開発株式会社、今先ほど言われましたよね。大変多くの耕作放棄地な

り、荒れている田、畑がでております。これらを解消する目的もあって、野菜を植

えていただいて、グループを作っていただいて、それを六次産業化をやってますね、

一生懸命、トリプルエンジンで。六次産業化する、ミネコレクションになってもら

う、そういうことでこの所得を上げてもらうということによって、その荒廃地を防

いでいこうじゃないかという大きな公的使命があります。それをするためには、実

験もいりますよね。試験もしなくちゃいけない、商品開発をするですね。そういう

ことも、美祢農林開発株式会社に今後担っていただこうと思います。 

私はね、現にうむべきこととして、根本的な考え方は違って美祢農林開発株式会

社が営利を目的としてるんじゃから、儲けたらええじゃあないかと、儲けるために

どんどんやれよという理念でやってしまいますと、実はカップサラダのことをおっ

しゃいましたけれども、スーパーの下請けになったり、ディスカウントショップの

下請けになっちゃうんですよ。そこに税金を投与することこそが、本当、避けるべ

きことであって、美祢市を振興するためには、例え赤字であっても、そこに資金投

与すべきだと私の強い信念であります。これは、全国の第三セクターを運営してお

られるところは皆同じだろうと思います。それが証拠にですね、今三千五百あると

言いました株式会社形式の第三セクター、約４割が赤字です。４０パーセント。そ

れで経営しております。それで潰すことはありません。そこで、公的なものを市な

り町なりですね、資金なり、出資金なり、補助金なりをカットしてしまいますと、

資金ショートを起こしますから、そこで経営破綻ということが起こります。そうす

るとどういうことが起こるかというと、そこで働いておられる市民の方々、そして
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美祢農林開発株式会社で言えば、農地を守ろうじゃあないか、そして生き甲斐をも

って農業をしていただこうじゃあないかというグループを、今していこうとしてい

ます。農協、ＪＡさんとも今協議を進めています。そういうことがですね、それが

潰れることによって、パアになってしますんですね。そうすると、市はあれか、あ

れを潰して、そういうふうな夢も希望もないことにしてしまうんかという絶望感を

与えかねないということですね。それは考えてもらわなくちゃいけないと思います。 

ですから、例え、赤字であろうとやっていかなくちゃいけない、ことはいけない。

というのがね、ちょっと言葉は変わるかもしれないけれども、例えば１日に数人、

１０人くらいしかお乗りにならないバスですらですよ、美祢市は１億４千万近い金

を出して、バス会社に運営してもらっています。じゃあこれは全然採算が合わんか

ら、市の金無駄遣いしょるんじゃあないか、税金を無駄遣いしょるんじゃあないか

と、この議会の中で議論が出ましたか。かたちは変わっておるけども、公的な使命

とはそういうものなんですよね。そのために、その市長がいて、市役所があって、

そしてそれの大きな視点に立ってどうすればいいかということを議論していただく

のが、この議会だろうと思っております。その視点でどうかですね、この根本的な

その第三セクターの役割というのを理解していただきたいし、当然理解した上でい

ろんな議論を賜っておると思います。 

ですから、今回の金足らないんじゃないかとおっしゃいました。足らないぐらい

です。だから、すばらしい人財を登用して、招致をしてですね、運営をしていただ

こうとしています。ただしですよ、あなた、素っ裸になってこのまちを歩きなさい

と言われて、誰が歩いてくれますか。どんな優秀な方であっても、その原資たるお

金がないと何もできませんよ。ぎりぎりのところで出した――今回は予算というこ

とです。議会の中でも、無駄なお金を投資しとるんじゃないかということがあった

から、もっとそりゃ大きなお金をつけて差し上げて、そしてもっと未来が見えるこ

とをしていただきたいんです。市としての理念がありますから、それを今望んでい

ますけれども、まずベースとして必要最小限の予算を提示をさしていただいておる

ということを御理解をいただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 市長、えらい本気で返答していただいたんですが、三セクに
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ついては、この美祢農林開発の経営改善計画（案）とですね、全協で、第三セクタ

ーの美祢版のガイドラインの説明を受けました。それで、それに対して疑義があっ

たんで、一般質問で通告しておりますので、第三セクターについての議論はですね、

まあその時にしっかりしたいと。このように思っております。私が申し上げたのは、

当然カット野菜そのものを、いわゆる、日銭稼ぎの事業をやるんじゃあなくって商

品開発をして、その上で民間にですね、やっぱり民間の農業団体さんもいろいろと

ただ生産をしているだけじゃなくって、付加価値が付いたものを販売しなくちゃい

けない時代にきているわけですね。だからそのための、事業をされることについて、

この予算で本当にやれるんですかっていう質問したんですよね。まあそれが一つで

す。 

それから今の、もう一つ、メガソーラーの話はですね、私どこで聞いたかが記憶

にないんですが、どっかの自治体で規制したっていう話を聞いているんです。です

から、ぜひ調べていただいて、当然耕作放棄をするような土地でやられるんなら、

私は大いに結構だと思うんです。メガソーラーがいけないって言っているわけじゃ

ないんです。ただ、道路の一番いい所で農村風景が全く変わってきたなというふう

に、こないだから走るときに見てるんですよね。それがこの雪崩現象でダーっと広

がっちゃいますと、せっかくのいい農地がなくなっちゃいますんで、三好さんが言

われたようにですね、せっかくこうした農地のリフレッシュ事業を取り入れてやろ

うとなさるならば、今一度ちょっと調査をして研究をしていただいて取り組んでい

ただきたいなと。 

以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 今の２点、改めてお答え申し上げたいというふうに思います。

まず、メガソーラーのほう、お話しをさせていただきますけど、まあ先ほど私の気

持ちは述べさせていただきました。竹岡委員の御発言の中にどっか規制をかけた自

治体もあったようだとおっしゃいましたんで、私はそれをまだ認識しておりません。

今後ですね、担当部署のほうでその辺を調査をいたさせまして、どういうふうなか

たちがいいかというのを検討をさせていただきたいと思います。 

それと今の、今回当初予算でお出ししておる予算ですよね、１，５００万やった

かな。総額１，５００万と思いますけど、美祢農林開発株式会社にかかる予算です
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ね。そのうちの８００万円が先ほども触れましたけれども、外的な優秀なスタッフ

を、私は８００万でも少ないと思っておるんですよ。本当に優秀な方っていうのは

その報酬を、見合ったものを求められますから、８００万でも少ないと思っていま

す。一般の報酬からすると多いですけれども、議会サイドのほうから、どうか優秀

な人材を入れてくれとおっしゃいました。ですから、一生懸命考えて、ぎりぎり８

００万なら、かつがつと言い方悪いですけども、まあどうにか人が来てもらえるん

じゃないかということで、やっております。その意味では少ないかもしれません。

予算がですね。それとあとは残りの７００万ですけれども、現実的に赤字が４００

万円程度ありますから、それを無くさないと社会的信用を失って、会社の存続その

ものが危うくなります。じゃあ残り３００万円で何ができるかということです。今

の第三セクター……じゃなかった、六次産業産品をつくっていく、これから商品開

発も行います。その試験も行います。資金が無しに何ができるかということですね。

ですから、先ほど必要最低限のぎりぎりというふうに申し上げました。本当にそう

なんですよ。これでもし、この予算が通らなかったら、これに期待をされておられ

る美祢市のたくさんの農家の方々、そして働いておられる方々、本当に絶望される

と思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかに質疑はございませんか。はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） きょうは、村田市長が出席されておられますので、御礼とお

願いも兼ねて質問をいたします。最初に、平成２７年度の予算につきまして、農林

費は１２．５パーセント、２６年よりもアップで、増額をしてもらっております。

ありがとうございます。ちょっと残念なのが、畜産業費が１割ほどちょっと少なく

なっております。まあこれはまた、国やら山口県がですね、補正なり事業を出して

くると思いますんで、ぜひまたその事業にのっていただいて、農家やら農林業の業

者の方が潤うような補正なりを、事業をお願いをしたいと思っております。よろし

くお願いします。 

実は、私９月の定例会の一般質問で六つの提言をいたしました。お願いいたしま

した。その中で、いろいろお願いしたわけですが、今回農林費の中でユニークな事

業とか、なかなか立派な事業もたくさん組んでいただいでおります。新しい事業も

たくさんありまして、２７年度はおもしろいなという感じをもっておるところでご
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ざいます。期待をしておるところです。 

ちょっと話が飛びますが、これから私のほうの本論に入るわけですが。私は、山

口新聞さんが１４回にわたりまして、山口県の２７年度の一般会計の予算とか、１

３市の予算の概要を全部新聞の切り抜きをいたしまして、それを別の表につくって

みました。私が、昨年もですね、市債の残高、借金がですね約十億、２６年度末で

十億ぐらい減るんじゃないかということをお話しをしております。２７年度末、で

すから２８年の３月ですけど、それまでにですね、１３市の、この新聞の切り抜き

から、一般会計の予算、それから地方交付税の割合、それから自主財源の比率等を

全部出しまして比較をしてみました。それから、プライマリーバランスという言葉

を最近新聞で言っておりますが、財政課長さんに教えてもらったんですが、このプ

ライマリーバランスというのは、国が主に使う指数であって、都道府県、市町村で

はあんまり使わないというふうなお話しもありました。しかし私は、このプライマ

リーバランス、単純に言えば公債比率から市債の比率、まあこれは借金を返すほう

から借金をするほうの比率を引きまして、その率に１５８億４千万か……５百……

５千万をかけましたら８億２、３千万ぐらいにあると思います。この８億２、３千

万が２７年度における市債の残高が減るという、まあ単純計算としてなるわけです。

そのプライマリーバランスを１３市比較してみますと、美祢市が一番黒字が―――

黒字っていいますか、プラスが高くて５．２パーセント、その次が宇部市の５．０、

その次が山陽小野田の３．９というように、１３市のうちプライマリーバランスの

黒字が６、赤字が６、長門市が０ということです。そのようなかたちで、数字が出

てきました。もっと詳しいことを言いますと、地方交付税の割合は一番高いのは萩

市、２位が美祢市、３位が長門市と、まあ北浦三市が地方交付税の割合が予算の中

で一番高くって、皆４０パーセント以上の比率を占めておるわけです。まあ裏を返

せば、自主財源が１番少ないのが長門市、それから萩市、美祢市ということで、二

十数パーセントが自主財源でございます。まあそういうことで、私としては昨年も

言いましたが、約１０億の市債残高が減りました。２７年度末にも８億数千万円の

市債の残高、借金が減るわけでございます。私としたら村田市長も、ぜひこの市政

を続けていっていただきたい。また、もっと欲を言えば、基金をですね、別に積ん

でもらうと借金も減るし貯金もふえる、定期貯金もふえるというような感じがしま

すが、村田市長の今後のお考えなり御方針をお伺いしたいと思います。 
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○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 岩本委員、大変各メディアの財政的なものを含めて、スクラ

ップをされてそれで勉強されておる。大したもんですね。それに基づいた御質問だ

ったと思います。プライマリーバランスということをおっしゃったと思いますけど、

基礎的財政収支っていう言葉ですね、日本語にすれば。国そのものがこのプライマ

リーバランスが非常に悪いということで、確かこの平成２６年度の予測が年間３０

兆ぐらい――３１兆ぐらいやったかな、赤字になるということですね。ですから、

比率で言ったら６パーセントを超えると思います。あのマイナスですね。ですから、

非常に財政的に悪いということですね。総額の、俗にいう借金が一千兆円を日本国

は超えてますんで、戦後の世界中にたくさん国がありますけど、最も大きな借金を

抱えてしまった国ということで、なぜこれが財政破綻を起こしてないかというと、

国民の方々が国債を買っておられる。また預貯金をしておられるということで、か

つがつ世界的な信用を保てておるということで、実はほぼ財政破綻に近い状況に、

日本の財政があると、プライマリーバランスを見る限り。今岩本委員も触れられた

けど、地方自治体についてはプライマリーバランス、基礎的財政収支という言葉は

あまり使いません。今のお話しをお伺いすると、その基礎的な収支の考え方が、市

の借金を持ち出していってそれで比べていくという考え方ですね。ですから、早く

言えば、今年１０億円お金を返すけれど、実は片っぽうでは１５億円お金を借りて

ますよと。そうすると１０億円をもって借金を返すのに充てておるけど、残りの５

億円ほど逆に借金がふえるということ、それがマイナスになるというプライマリー

バランス。まあここでいうプライマリーバランスだろうと思います。おかげをもっ

て美祢市はですね、議会の方々の御理解、それから市民の方々の御理解を得まして、

この部分が県内１３市で最も優秀な数値です。おっしゃるとおり大きなプラスの域

になっておりますんで、その意味では非常に健全堅調に財政運営が行われておると

いう証左の一つだろうというふうに認識をいたしております。 

今後ですね、先ほどの竹岡委員の御質問でもお答えを申し上げたけれども、真に

美祢市の未来にとって必要なことについては、今投資をしていかなくちゃいけない

というふうに思っています。中長期の美祢市を見越した上でですね。荒れゆく農地、

それから人が減っています。若い人が減っています。これを今何かをしないと必ず

底が抜けて保てなくなりますから、そのことはやっていきます。しかし、一方では
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無駄な投資は抑えていくと。これを繰り返していったから、今の美祢市は非常に健

全堅調な借金が、俗にいう、どんどん減ってきておるという状況をつくっておると

いうことですね。で、基金のことをおっしゃいましたけど、実は合併時に比べて基

金の総額は、この年度末で一般会計で５６億になりました。合併時が２８億か２９

億だったと思いますから、もう倍――２６億だったかな、倍を超えてますね。です

から、基金の総額が一方では借金は減ってますけど貯金はどんどんふえておるとい

う状態です。なぜそうしてきたかというと、前もお話し申し上げたようにこの２７

年度から、交付税のことも触れられたけども、合併算定替えの効果がだんだん減っ

てきて５年後には１年間で１０億円近い金が、交付税が減ります。ですから、それ

に耐え得る美祢市をつくるためにも、今投資していくべきことはすべき、そして無

駄は避けていくということを今後続けていきたいと思います。岩本委員もね、勉強

しておられるから、またありましたらね、こういう質問をしていただきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○委員長（髙木法生君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 昔から、「山椒は小粒でもぴりりと辛い」という言葉がござい

ます。これは、いい意味で小さくても特徴があってええことじゃという意味だそう

です。辞書を引きましたらそういうふうに書いてありますが、ぜひ美祢市はですね、

予算規模も大変小さいですし、まああれですが、大変でしょうが、お互いに経費の

無駄遣いをしないように、また出資をしても、予算を使っても無駄の無いようにし

ていただきたいことを期待いたしまして、私からのお願いと質問を終わります。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかに質疑はございませんか。はい、三好委員 

○委員（三好睦子君） お尋ねいたします。昨日いろいろ聞きましたら、総括でって

ことでしたので、重なる部分もありますがお尋ねします。４点お尋ねいたします。

まず１点ですが、農家の支援策ですが、いろいろ今回は農林費でありまして……あ

ります。それのなかで、生産部会に加入していない農家の方もあります。家族経営

や小規模農家への支援なども必要ではないかと思います。提案の中の、野菜チャレ

ンジ事業におきましても３年までは支援がありますが、それ以後はないと。稲作に

しても、その他の農産物にしても、再生産のできる価格でないと農家の経営が続き

ません。お米の出荷にしても３０キロが４千から５千では、その３０キロのお米に
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千円札をべたべた貼って出荷しているようなものです。作れば作るほど赤字になっ

ていきます。これでは、美祢市の農家は――農業は衰退するばかりです。新たな事

業が今回盛り込まれておりますが、生産物の販路の確保や拡大も必要と考えます。

今問題になってますが、農林開発のカット野菜ですが、このカット野菜の原料が、

カット野菜の事業がいいかどうかは別として、農林開発で使われる野菜、それが今

は市外で調達されているということでした。この市内の野菜を使う、最初の説明で

は農家の所得向上と市内の野菜を使うはずだったと思います。そうした面で、農家

の所得をふやすことの施策が必要です。市内の施設に農産物を使っていただけるよ

うなシステムができればいいと思うのですが、事業所にしても経営として安価なも

のを使いたいということもあるでしょう。経営上にあると思います。施策として価

格の補填をしていただけないでしょうか。一言で言うと、従来にあった食管制度の

ようなものです。この制度は御存じでしょうが、生産者の米価は再生産ができる価

格、消費者米価は消費者の生活を守る価格で販売という制度でした。こうしないと

美祢市の農業はなくなってしまいます。そうすることで生産者も消費者も守ること

ができるのではないかと思います。 

そして次に、いきいき農地リフレッシュ事業っていうのがあります。荒廃地農地

の再生ですが、昨日説明を聞きますと、あぜ草の渓畔の草刈りと農地を耕すという

ことだけだったような気がしますが、この農地を耕した後に花を植えたらどうかと

思うんです。ただ耕して、次にまた草が生えてまた耕すというのではなくて、四季

折々の花、早咲きの菜の花とかレンゲとかひまわり、コスモスほかにもたくさん花

を植えることができると思います。花を楽しむことができて、集客――観光的にも

いいかと思います。ましてや今、ジオパーク認定に今向かっているのですから、荒

廃農地の解消は重要だと思います。今回いくつかの農業政策が出てます。そして、

美祢魅力発掘――農林……あの協力隊ですね。地域興協力隊、これは美祢魅力なん

とかっていうあれなんですけど、ちょっと浮かばなくて……それをこの事業と一緒

に事業を展開して、リンクさせて展開すれば、よい方向になるんではないかと思う

のですが。その何点か申しましたが、その件についてお尋ねいたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 今、三好委員の御質問ですが、大変いい、すばらしいなとい

う御質問あがったですね。美祢農林開発株式会社が今やっておるカット野菜、カッ
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プサラダ、これは市外の野菜を使っておる分が多いから、市内の野菜を使ってほし

いという主旨の発言だったと思います。そのとおりなんですよ。先ほども竹岡委員

の御質問のときにお答えしたように、議会サイドのほうからとにかく「商売しなさ

い、商売しなさい」ということがありましたんで、カップ野菜ということを始めて

みましたけど、結果として農林開発株式会社が本来持っておる立ち位置というか、

公的使命から逸脱しかねないと私は市長として考えまして、本来であれば株式会社

でありますので独自に考えてやっていただくのが当たり前ですけれども、平成２６

年に出ました新しい第三セクターに対する指針ですね、あの、国が出された。これ

に行政として深く強く関与してその公的使命を全うさせなさいということが記載を

されております。 

ですから、それに基づいてですね、私のほうから、このままいったら確かに事業

としては成り立つかもしれないけど、本来、美祢農林開発株式会社が持っておる使

命から逸脱しかねないということでペイラインに届くまでは時間がかかるかもしれ

ないけれども、野菜については市内の野菜を使ってほしいということですね。すば

らしいミネコレクションを持っておりますし、地産地消もありますし、美祢の農地

で作られた物を市外の方にお出しをしていくことを誇りをもってやるということ。

それと、その野菜を使って六次産品をつくっていくということ。それも美祢市内の

野菜を使ってやろうということです。ですから、その使命を今美祢農林開発株式会

社が担っておるということですから、そのことを恐らく理解をされておるというこ

とで、今の質問でよく分かりました。ですから今後はですね、今三好委員がおっし

ゃったように市外の野菜を一部導入するんではなくで、すべからく市内の野菜を使

っていただけるように、先ほどこれも申し上げたけれども、美祢のＪＡ山口美祢と

ですね、いろいろとお話しをさせていただいております。だから、いろんなグルー

プ体をつくっていただいて美祢の荒れかけておる農地で野菜を作っていただいて、

それをある程度確保して美祢農林開発株式会社で、それでつくって加工もします、

実験もしますということを、美祢農林開発株式会社に今、やっていただきたいと投

げかけておるわけです。それに対して、今予算をつけておるのが、出して御提示申

し上げているのが竹岡委員から少な過ぎるんじゃないかとおっしゃいましたけど、

私のほうか御提示申し上げたんだから、少な過ぎたとは言えませんけれども、必要

最小限、最低限のお金だと申し上げたとおりです。本来であれば、もっと大きなお
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金を農林開発株式会社に御提示申し上げて、そして鋭意美祢市の農家のために、美

祢市の農地のために本来の目的を果たしていだきたいと私は思っております。議会

サイドがこのことを十二分に御理解を賜りたいと、今三好委員の話でよく分かりま

した。三好委員はそのことをよく御理解されておるということが分かりましたね。

ありがたいと思います。 

それと今のいきいき農地リフレッシュ事業がまあ、中途半端な事業だなという言

い方に聞こえたんですけれども。米の価格が下がってますよね。それと荒れかけた

農地、荒れた農地っていうのは透水性が悪くなっておりますんで、それを改良して

やらないとどうにもなりません。土地利用型の作物といえば、米とか麦とか大豆が

あるんですけれども、米が無理であれば、例えば麦、大豆を植えていただくという

ことが農家所得の向上につながりますし、また農地の荒廃を防ぐことにもなります

から、このいきいき農地リフレッシュ事業をやっておるということで、また、はじ

めてみーね農業応援事業とかですね、はじめてみーね野菜チャレンジ事業、全く新

しい事業、単独美祢市の事業としてやろうとしてます。農大生の方々、美祢市に来

ていただいてある一定期間やっていただいて、できれば美祢市で住んでいただいて

美祢市の農地を守っていただきたい、ということにもつなげていきたいと思ってま

すし、また、農作物を作っていただくことも新規に取りかかっていただくこと。 

だから今のお年を召した農家の方々が本当に後継者がいらっしゃいませんから、

そこも引き受けていただくところまでいけたらいいなと思ってます。ですから、そ

ういうふうな研修も市内でやっていって、美祢市というのはすばらしい田畑とすば

らしい人とそして家も、空き家が今ふえてますから、住める家もあるよとＰＲして

外から人を持ち込んできて、そして美祢市を保っていくということ。国でいえば、

今外国人の方入っていただいて国を保とうとしています。日本国の人口が減ってい

ますから。同じことが、やはり地方でもあるんですよ。ですから、美祢市内だけで

充足させようとすると大変難しいけれども、だからこそこの美祢市に外部から人が

来ていただくことを考えていく必要がある。そのためには、いろんな政策、施策を

打っていく必要があるということで今回の当初予算にいろんなものを新たに出さし

ていただいたということを御理解賜りたいと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 
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○委員（三好睦子君） 私言葉が足りなくて、誤解をされているようです。あの当時

私は、去年でしたかね、カップサラダの野菜の事業には反対しました。まだ軌道に

乗ってないからということもありましたが、いずれは黒字にするとか言われました

けど、それで私も美祢農林開発の主旨が農家の所得をふやすからっていうのでした

っていうことで、まあこれならと思ったんですけど、カップサラダはどうかなと思

いまして、その予算も提示されたときに見て、なんか運送費ばっかりたくさんかか

って本当に大丈夫なのかなって思いまして、今に、例はカップサラダ―――美祢農

林開発で使う野菜のことを言いましたけど、カット野菜については賛成しておりま

せん。 

私が本当に聞きたいのは、農家の所得――何回も言いますけど、実際はあそこで

市内の野菜が使われてないということでしたが、私が言いたいのは、あそこで六次

産業とかするのに野菜を使う、でもそこの経営としては安いほうがいいと。先ほど

食管制度を言いましたけど出荷するほうは再生産ができるような、儲けなくても再

生産ができるような価格で、そして経営も成り立つようなとこ、そこの差を市とし

て埋められないかっていうのをお尋ねしたんで。それから、さっき言葉に出なかっ

たんですが美祢魅力発掘協力隊の協力をって言ったんで、言葉が足りなくて済みま

せんでした。ちょっと話が飛びましたけど、その協力隊は別にしとって、そこの食

管制度のようなことができるかどうかっていうのをお尋ねしたので、そこを答えて

いただきたいです。 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長 

○市長（村田弘司君） 三好委員の食管制度の前の段階の御発言ですけどね、美祢農

林開発株式会社のやっておるカップサラダには反対したという発言をされました。

うーん、なるほどと。先ほどの話とつながっているなというふうに思いました。市

外から入れたほうが安いから、市外のほうを使っておるのだろうと認識もあるなと

分かりました。いや、三好委員がおっしゃったからね。だから、市内の小規模のお

じいちゃんとか、おばあちゃんとかが作っておられる小規模のグループが作ってお

られるロットとして、固まりとして小さい物を持ってこようとすると、どうしても

コストがかかります。そうするとそりゃ商売としてのベースとすれば非常に厳しい

んですよね。議会サイドが求められているように商売として成り立たせというんで

あれば、安い物をもってこんとしょうがないでしょう。そうすると市外の物をもっ



－71－ 

てこらざるを得ないんです。それは、市長として本来の美祢農林開発株式会社のも

っている公的使命から逸脱しとるから、本来のものに今戻してほしいということを

強く要請をしておるということです。それを踏まえた上での今回の予算ということ

ですから、もしこの予算がちゃんとしたところにもっていくに予算が少なすぎるん

であれば、どうかふやしてくれという動議でも出していただいたらありがたいと思

っています。ということですね。 

それと今、食管制度ですけども、食管制度というのはもう既になくなりましたね。

差額分を市で全部埋めていくということであれば、瞬間的には、農家の方は、「あー

えかったのう、市長はおもでにええことをしてくれる、それを認めた議会はええな

あ」、とおっしゃるかもしれませんけれども、それをずっと続けていくということに

なりますと、先ほど岩本委員から健全堅調な財政規律を守って、美祢市をちゃんと

してやってほしいということがありました。そのとおりです。お金というのは、ベ

ースは税金です。ですから、それをどういうふうに使っていくかということはよく

考えてやらないと。瞬間的にええなと思うことをやってしまったら、この美祢市と

いうのは財政破綻を起こすということです。そのことを考えてやってますんで、そ

の食管制度に――昔でいう食管制度に相当するものを美祢市単独でやるということ

は、とてもじゃないけどできない。だから、今どうにか希望を失わないようにして

いただくために、いろんな政策・施策を組んで皆さん方に御提示を申し上げて、こ

の議会の中で議論を賜っておることを御理解を賜りたいと思います。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 私も本当に言葉が下手で足らなくて誤解されているようです

けど。あの先ほどは、農林開発にお金が少ないからふやしてくれとは言ってません。

とりあえず、先ほど言われましたけど、これはいいからって飛びついたらだめって

言われた。それをまったくお返ししたいいんですけど。私が何回も言いますけど、

農家の農産物、農家の経営を守るためには今の市内の学校とか施設――学校にはお

米は１００パーセント使われていると思いますけど、そういった農産物を使うため

に、そこの食管制度のような感じを使ってほしいんですが――というのを言いたい

んです。でも、たぶん違って……あれと思いますけど。そこが言いたいんであって、

美祢市の農家を守っていきたいと。今米価が暴落して、本当に大変だと。先ほども
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言いましたけど、３０キロの米にびーっと千円を貼って。生産費が８，０００円ぐ

らいはいるんです。１俵があれだから、５，０００円―――いやいや一万なんぼぐ

らいいるから、３０キロ作るのに七、八千円はいります。私の場合は、頼んでるか

らもっといるんですけど。だから、再生産に見合う農産物を保証して、農家を守る

ためにしてほしいってことを言いたいんです。 

次に進みますけど、二つ目ですが、市民の方からですね、提供を受けたんですけ

ど、昨日も言いましたけど、県や国から仕事から市に下りてきて大変だというので、

市民の方から提案を受けたのですが、萩の公共サービス株式会社っていうのがあり

ます。美祢市ではこれを考えたらどうかっていう提案を受けました。この内容をネ

ットで調べました。そしたら事業内容は、萩市及び萩市が関係する公共団体が設置

する施設の維持管理、運営業務の受託、市民総合受付の業務など市の事業をサポー

トするものでした。ほかにも自主事業として、講座の開設事業、売店販売事業、飲

料水等自動販売機設置事業、郵便切手等販売事業、入院患者のクリーニングサービ

スなど、ほかにもありました。現行の指定管理に出している部分や市民生活の利益

を犯さない事業―――犯さない事業に―――犯してはなりません。そういった事業

に配慮する必要があります。また、臨時職員さんの仕事を奪うものであってもいけ

ません。それ以外の事業でこうした市の公共サービス株式会社―――その名前は萩

なんですけど、そうしたものをつくって職員さんの仕事をサポートできるようなこ

とはできないかと思います。今、日本では長時間労働で過労死が問題になっていま

す。美祢市でも部署によっては過労死とまでもいかないにしても、健康を害してい

る人もあるのではないかと思います。課長さんクラス―――上の方にも時間外手当

は出ていませんが、いったい何時間残業があったかのデータもないようです。国の

仕事が、県の仕事が下りてくれば過労死も―――新聞では過労死の事件もありまし

て、美祢市もこうした仕事が多くなれば人ごとではないと思います。これをサポー

トする、仕事起こしをする萩市の取り組みは参考になると思いますが、市長さんの

お考えをお尋ねいたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） ちょっと逆に今の件をお尋ねしたいんですが、いまの萩市の

公共サービス株式会社、先ほど来から話がでておる、これは市が出資をしとる第三

セクターなんでしょうか。それともう１点、それをつくった設置目的っていうのは、
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今の主旨で言えば、職員の労働時間を減らして、ある意味楽にさせるためにそれを

設置してほしいという意味でしょうか。それをちょっと確認したいです。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 株式会社ですから三セクじゃあないと思いますが。ちょっと

ネットでちょっと…… 

○委員長（髙木法生君） よく理解してですね、おっしゃってください。大局的なね

……はい、お願いいたします。 

○委員（三好睦子君） はいそれでですね、済みません。三セクの可能性も……。ち

ょっとそこはっきり分かりません。それでですね、そういったのをネットでとって

きたん――ネットで見たんですけど、隅々まで……市長さんに提案しようと思って

おりましたから、ちょっと資料不足で済みません。でもそういうのがあるっていう

ことをちょっと市長さんにお伝えして、仕事のサポートができたらと思います。ま

た萩にも行って、その関係者の人にも聞いて、またお話ししたいと思います。 

三番目ですが、あのこれは美祢高の跡地利用はどうなるかっていう意見を聞きま

した。提案もいただきました。県立か市立の大学をつくってはどうかというもので

す。介護職が不足しています。人財育成のことも言われてます。学部は作業療法士

や理学療法士、介護福祉士の学部がいいかと思います。大学ができれば市内にアパ

ートができ、商店にも若い人があふれて活気あるまちになると提案いただきました

が、いかがでしょうか。 

それとですね――もう一件、なんか済みません。時間ばっかりとるので。もう一

件は、秋吉台の科学博物館の周りの天体望遠鏡を設置してはどうかということで…

… 

○委員長（髙木法生君） 三好委員。これ予算ですから、予算に関係する総括質疑で

よろしくお願いいたします。一般質問でやってください。そういったことは。（「は

い」と呼ぶ者あり）よろしいですか。ほかにございませんか。はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 私、もう一点お聞きしたいんですが、２４７ページ。サイク

リングロード整備事業について、先ほどもちょっと、市長が不在の時に質問をいた

しました。 

そしたら、県道や国道を使用する場合もあるんで、この事業期間はいつまでかと

いう質問に対して、お答えはいただけませんでしたが、山口秋芳間の自転車専用ロ
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ードは、かなり老朽化をしてますけど、あれを先にやられて、そして着地型と噛ま

してですね、イベントをやられるとか。それをしながら、どの程度の期間でってい

う期間設定も私はすべきだと思うんですね。いつまでかかるか分からんていうよう

な答弁だったんですが、まあその辺でですね、市長として今ある専用の自転車道を

どうするかということとですね、含めて、この事業の期間をどの程度でやり上げて

いくかと。 

確かに先ほどちょっと言葉が足りませんでしたけど、広谷商店街にウィークデイ

に行ったんですね。そしたら、若者たち――アベック、若者たちが多いかったんで

す。たまたま月曜日だったと思うんで、非常に多いかったんですね。そういう人た

ちは、やっぱどうしても自転車だとか、そうしたアウトドアが好きなんですね。で

すからこれ、大賛成なんですが、今回１００万足らずの予算の中で資料作成が主に

なっています。ぜひ、補正を組んででもそちらに取り組んでいかれるお考えがある

かどうか、ちょっとお尋ねをしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） 村田市長。 

○市長（村田弘司君） いや、いい質問していただきましたね。いまの山口市から秋

吉台カルストロードに抜けておる……一回前の国体の時に整備されたものですね。

この間の国体じゃなしに。 

あの道路がですね、自転車道がありますけれども機能してません。それで、現実

的に今おっしゃったように、台湾・韓国の方々が自転車でここを走りたいという要

望が随分あります。それと、日本の若い方々もたくさんあります。 

で、それを受けて私は二つやりました。これは、トップセールスって言ったら変

ですけども、一つはＪＲ西日本の広島支社長に直接お話ししました。それは、パー

クアンドライドって言いますか、車で中に自転車を積まれて来られて、美祢線へ乗

って来られて、自転車を持ってですね。そして、ここを――美祢駅でもいい、厚保

駅でもいい、於福駅でもいい、重安でもいいです。降りられて、そしてそれを走る

かたちをつくりたいということを話してあります。 

それと、もう一方では、村岡県知事に直接話しに行きました。私は、この件につ

いて。それで、今の小郡から秋吉台のカルストロードに抜けておる自転車道――写

真までねえ、撮ってきてもらいまして――イメージ湧きませんから――知事にみな

写真見せました。「こんな状態で、これは県が管理しちょってもんよと。知事はスポ
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ーツ好きやけど走りたいと思ってですか」と言うたら「走りたいと思ってない」と

言うちゃった。ですからね、これを生き返らせましょうと。ぜひとも。そして、今

お話したように、外国から人を入れようとしてますね、山口県も。 

ですから、それも併せて、そして日本中から若い方も来ていただきたい――自転

車でね。乗るために。そのためにもこの秋吉台を中心としたこの美祢市というのは

ですね、ある意味すごく集客力を持った所なんですよね。で、これを整備すること

によって、美祢市だけじゃない、山口市、長門市、それから下関市も、これ角島が

ありますし、長門市は海上アルプスもありますし、山口市の湯田温泉もあるし――

だから、リンクさせて自転車道――私はこまいこと言いません。この美祢だけよう

してくれたら、いいんだと言いませんでした。それはね、秋吉台を中心としたとこ

ろを活かそうと思ったら、周辺にも人が来てもらわないとここに来てくれないんで

すよ。ですから、そのことも山口の渡辺市長にも話しましたし、それから、長門の

大西倉雄市長にも話しました。それから、下関の中尾市長にも話しました。そした

ら、「乗った」ということで、村田市長に任せるから、その辺のことは知事とようや

ってほしいと。そして、協力できることは一緒にやりましょうという言質もらって

ます。市長連中からも直接ですね。 

ですから、今後、期間が定まってないというのは、非常に大きな事を考えていま

す、私は。だから、どうしてもね、知事がその気になってくれて、県が動かんにゃ

だめですよ。県の土木部長とも直接お話ししました。で、部長が「村田市長どこま

でやったらいいですか」と言いましたけれども、それはちゃんと絵図を書いて無駄

な投資をしないように、県と言えども無駄な投資をしないように――ですから、調

査とかの期間がかかりますんで、期間が定まってないって部長が言ったんかもしれ

ませんが、その意味ですね。 

ですから、今後その広域のエリアで自転車を県として整備してもらう。それを補

足するかたちで美祢市もやるということですね。で、それによって、この美祢市内

に入ってくる方々をふやそうという試みです。それやろうと思ってます。 

ですから、いま補正予算のことおっしゃっていただきましたけれども、今後は県

との協議、それから近隣市との協議の中で、いろんなこの具体的なビジョンなり、

取り組みが出てくると思いますから、それに応じて補正をお願いすることも出てく

るかと思います。その時には、ぜひともお願いしたいと思います。 
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以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 市長さんとは私、もう随分議論してまいりました。特に三セ

クの問題について。で、もう一般論、抽象論では、もう市長さんと議論いたしませ

ん。極めて具体論で議論をいたしたいと思っております。 

私が特に三セクの美祢農林株式会社についての大きな流れです。これは、私の理

解が間違っていたら、あと御指摘いただきたいんですが、去年の１２月８日に第三

者検討委員会を設置されました。午前中にお伺いしたところ、既に３回の委員会が

開かれて、そして３月の２日ですから、１０日前でしょうか――報告書も出たと。

こういうふうに伺っております。 

私の理解では、いくら議会で議論してもですね、三セクどうするんだっていうの

が結論が出ないんですよね。だから、第三者検討委員会の御意見を加味して、今後

どうするかという問題を決めようねと。こういうふうになっておったと思いますが、

いかがでしょうか。何か３回以上は質問しちゃいかんって言うんですから、まとめ

て御質問します。それが１点です。そういう理解ではないでしょうかと。で、そう

いう意味で私は３月２日に報告書が出ておるんならば――ならばですよ、それを議

員に開示してほしいと。こういうふうに申し上げましたが、いやそれはしないと。

こういうことでございました。 

で、どうもね、何かこう全体の話がですね、肝心なとこになると「ボー」っとぼ

やけてきてね、そんで市民に対する情報開示がね、私は少なすぎるような気がしま

す。美祢市の場合は。 

具体論でいきますよ。この第三者検討委員会の結果を踏まえて経営改善計画案、

中期ビジョン。これ、美祢農林開発さんがお出しになってます。２７年何月何日っ

てなってないんですよ。この前、全協で御説明いただきました。ほんで、細かいこ

とはもう省略しますが、結論的には竹箸の製造事業は、平成３１年をもってやめる

と。こういうふうに書いてあります。それは、もうそういう方向だろうと思うんで

すが――縮小と一応書いてありますけどね。もう、老朽化した竹箸の製造機械は更

新しないという方針なんでね、もうやめると一緒ですわ。ただし、いろいろ国の補

助金をもらって――あれ、７，０００万の補助金もらってますよ。その関係で最長

の償却期間が終わるのが１２年とおっしゃたですかね。したがって、それが平成３
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１年で終わるから、それをもって竹箸の製造はもうやめますと。これ、明確に書い

てあるから私すっきりしてんです。 

じゃあ次にですね、野菜活用事業っていうのは、さっきね、話が出ましたけど、

こう書いてあるんですよ。「現状では市内産野菜の生産品目や量等が少なく、加えて

弊社の野菜活用事業も始めて間もないことから、市内産野菜の取引量は僅かな量に

とどまっている。」最後に加えて、「市内産の野菜を活用した新たな商品開発も求め

られている」と。こう書いてあるんですよ。 

それから、全体としてね、これ美祢農林さんがおつくりになったんで、林代表取

締役が当然お出しになったと思いますが、「慢性的に利益の出ない体質になってい

る。それにより運転資金の確保が困難で、事業拡大や新たな設備等への投資につい

ても困難な状態が続いている。また、組織体制の確立ができていない状況に加えて、

責任者が現場に常駐できない状態であるため、作業指示が断片的となっている。そ

のため、職員のモチベーションも低下し、生産効率、品質等も上がらない状況が続

いている。全ての部門において、抜本的な見直しを行うことが不可欠であると考え

られる。」と、こう書いてあるんです。これ、恐らく林代表取締役がですね、自発的

にこういうことおっしゃてるんじゃないと思いますよ。恐らく第三者検討委員会の

御意見だろうと思います。 

で、ここまでですね、書いてあるんですよ。多分第三者検討委員会の３月２日に

出たと言われる報告書には書いてあると思います。ですから、そういう報告書をま

ず、開示してもらいたい。で、もう断片的には質問しないようにしますから――私

はねえ、この美祢農林については、当初の計画段階から実態が次々にピンチに陥っ

てるのに、何だかなし崩し的にですね、市民には内緒で、どんどこどんどこ実態を

お変えになる。これ、何回も私、去年のね会議録持ってますよ。６月１０日に市長

さんに初めて私が褒められたときですよ。で、あのとき確かに私はね、人的体制が

プアだから、きちんとした人材を配置してくださいませと、こう言いました。これ

については、さすが、８００万ね、この２７年度予算に入れてくださってます。こ

れ、大変評価いたします。だから、これはもう８００万については私はもう、もろ

手を上げてね、なして早うしてもらえんじゃろうかなと思うぐらいですよ。 

ところがね、そのほかの部分は結局ね――７００万ですか残りが――千五百何万

ですからねえ。７００万は、さっき市長さんおっしゃたけど、あれ結局カップサラ
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ダとかね、野菜関係の赤字補填ですよ。ほんで国のね、第三セクターのガイドライ

ンには、赤字補填のための追加的財政支出はだめだと書いてある。それを、何だか

さっきから聞いておりますとね、妙な理屈をつけておられてね、竹岡委員に至って

は、利益出さんでもいいって、株式会社ですからね、そりゃいくら第三セクターだ

って利益がないと潰れますよ。そうじゃないんでしょうか。 

だから、私はね、美祢農林開発っちゅうのは、市長さんおっしゃるとおり公益性

の高い、利益よりも公益性を重視するって、そういう株式会社である。これは、全

く同じなんです。全く同じです。だけどね、何百万か５０万か年間１００万の赤字

なら私はいいですよ。竹箸は最初から３年目には黒字になるって言って、１，７０

０万もどーっと続けて出してますよ。それで、そのほかのね、たけのこの水煮って、

あれ季節性が高いから商売にならん。それじゃあ次にほうれん草の水煮とか何とか

いろいろおやりになった。これも何かはかばしくない。それじゃあつって、カップ

サラダをおやりになった。 

これも結局ね、去年の９月にあれだけ河村商工労働課長がですよ、６月の時の説

明が充分でなかったと、補足説明されましたよ。その時に――その時にですよ、始

めたばかりだから――２５年の９月――まだ始めたばかりだから、充分じゃない。

初期の投資もあるし、初期的な経費もかかる。だから、お願いですから、その赤字

補填として８００万出してくださいってことで了承いたしましたよね。 

で、その時に追加説明で、黒字化しますと。２６年度の予算が４００万の黒字に

なってるんですよ。こんな４００万の黒字が出るわけがないじゃないですかって言

ったら案の定、午前中確認しましたら、逆に４００万の赤字ですよ。当初の予算を

ここに持ってきてますけどね、当初の予算以後８００万ももくろみが違ってるんで

す。このようなね、事実に反することを何か見込みでどんどんどんどんお出しにな

ってね、それでお金を出せ、潰れたら大変だって。こういう理屈は、どう考えたっ

て私は市民の皆さんに理解していただけないだろうと思いますよ。 

ですから、さっきね、経営改善計画の１９ページにですよ、竹岡委員さんおっし

ゃいました。「開発部門」と。新設ということで書いてありますよ。これ、私否定し

ません。大いに結構です。大いに結構なんですが、これをこういうものでそっとい

れるんじゃなしに、こういう新規の開発部門をやらなきゃいかんから、だから市民

の皆さん協力してくださいと。だから、７００万ですよね――１，５００万の指定
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管理料の８００万引いた。あれは、人件費ですよね。７００万をそういう意味で出

してくださいって言うんなら、まだわかります。だけど、その説明がないんです。

市民の皆さんに情報開示がないんですよ。そこが私はものすごく気になります。も

のすごい気になります。抽象論でなしにね、ほんと市民の皆さんに――７００万っ

て大変なお金ですよ。それを出してくださいって言ってるんだから、これはそれな

りの情報開示がないと私はだめだと思っています。 

それでね、これ、きょう冒頭に市長さん大変いいことおっしゃった。「美祢農林開

発株式会社は、株式会社です」と。「会社法の適用を受けます」と。大変いいことお

っしゃいました。それでね、さらに言いますとね、会社法では株式会社っていうの

はね、定款で事業目的内容を定めろってなってますよ。美祢農林のね、定款読んで

みますよ――目的。「１、森林保護のための伐採整備、企画運営。」２番目、「箸の製

造及び販売。」３番目、「木、竹の加工及び販売。」４番目、「農産物、林産物の加工

及び販売。」「前号に付帯する一切の業務」と。新製品の開発のことは何にも書いて

ないですよ。定款に違反しますよ。そんな事業を、あの７００万の中にね、竹岡さ

んの質問に対して、河村課長ですか――お答えになりましてね、そういう商品開発

のあれも入ってるって。定款違反じゃないですか。 

こういうことをね、美祢市の皆さんはね、おわかりになってるのか、なってない

のか――会社法の適用を受けるんだから定款大事なんですよ。定款違反で、あれで

すよ、業務外ですよ。こういうこと全然疎い。 

○委員長（髙木法生君） 済みません、坪井委員。あの簡明にですね、質問内容…… 

○委員（坪井康男君） だから私はね、だから８００万は認めます。指定管理料。７

００万は、反対します。で、あとで動議を出します。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 村田市長。 

○市長（村田弘司君） 坪井委員の御質問ですが、抽象論は議論しないっておっしゃ

ったけど、私は抽象論で議論をした覚えはありません。それと、説明が「ぼー」っ

としてるとおっしゃたけれども、今坪井委員がるる述べられたけれども、何を聞き

たいかさっぱりわからん意味で言えば「ぼー」っとしてたかもしれませんね。何を

私にお聞きになりたいんか、会社の中身のことについては会社がやっておられます。

私は行政の長たる市長として、平成２６年度に出た新しい政府の指針に基づいて、
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行政指導を強く行っておるということを先ほど申し上げたはずです。 

ですから、会社の中身の定款たら何たら言われたけれども、そのことを私に今、

質問で言われたわけですか。前振りから最後までよく理解できない――あなたの持

論をここで述べられたとしか聞こえなかったです。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 私が申し上げたいのはですよ、指定管理料を美祢農林開発に

対して１，５１７万３，０００円ですかね、あのうち８００万円は結構ですと私は

申し上げた――去年の６月に市長さんに御約束した。議会で承認しろとおっしゃる

から、ああそりゃいいですよと。それが今回出てきたわけです。承認します。 

だけど、７００万については単なる赤字補填ですよ。美祢農林開発の。これは、

ガイドラインにも明確に書いてあります。篠田局長、ちょっと答えてください。単

なる赤字補填はだめだって書いてあるじゃないですか、国の方針に。答えてくださ

い。 

○委員長（髙木法生君） 篠田局長ですか、質問は。 

○委員（坪井康男君） はい。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 先ほど来、私がお話ししておりますように、大きな行政的、

公的目的、目標があるということにつきましては、先ほどは車の話を――公共機関

の話をさせていただきました。議員さん方も近くの道をやってくれとか、橋があり

ますよね。そこに何人通られるか分からないけれども、コストとしては非常にかか

って、それがコストパフォーマンスとすれば小さいけれども、それでも必要なもの

はやらざるを得ないってのが公共です。で、公的目的をもって設立をした美祢農林

開発株式会社、ですから、三好委員との質問の中にもあったでしょ。儲けなさいっ

て話でいったら、美祢市内の小規模の野菜を使っていっとんじゃ商売にならないか

ら、市外から入れざるを得ないという話になりますから、そうじゃないですよと。

美祢市内の農林業をちゃんと保つためにも、この本来の目的に戻しましょうという

ことで今指導しておるということですね。それに基づいて、いま予算は提案をさせ

ていただいておるということですから、ぼやっともしてないし、明確に私はお答え
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をしたというふうに思ってます。 

○委員長（髙木法生君） 坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 最後の質問ていいますかね、本来の目的っておっしゃるけれ

ど、美祢農林開発の本来の目的は、ここに書いてある定款の目的しかないんですよ。

最初もそうでした。美しい山づくり、そして所得を向上させる――ね、農林関係。

そういう目的でしたよ。しかも、社会復帰促進センターの刑務作業にも協力する。

そういう目的でした。 

で、今本来の目的って市長さんおっしゃるのは、何かよく分かりません。私は明

確にこれだと思っています。じゃもうこれ以上言いませんから、もう終わります。 

○委員長（髙木法生君） 村田市長。 

○市長（村田弘司君） まあ私は、定款のことまで立ち入ることできませんけれども、

私が行政のトップとして、今の美祢農林開発株式会社に強く申し入れをしてること

を受けて、予算措置もしてあります。今後、それを受けて具体的な事業ビジョンを

つくっていただき動いていただくようになります。その上で定款の変更等が必要で

あれば、恐らく株主総会を開かれて定款の変更を行われると思います。何か問題が

ありますか。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。（発言する者あり）はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） あのね、１，５００万のうち８００万は、しかるべき将来、

代表取締役になり得るような人材を配置しますと。これは、明確にそういう御答弁

だったと思います。あとの７００万のうちですよ、何かごちゃごちゃっとさっきお

っしゃったけれど、結局赤字補填じゃないですかと。それでね、あとで定款を変更

すればいいとおっしゃるけれど、それはそうですよ。定款変更すりゃいいんですけ

ども先にそういうこともおやりにならんで、先におやりにならんで後づけ後づけで

おやりになるから、これは市民に対する適正な情報開示ではないと申し上げたんで

す。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） 村田市長。 

○市長（村田弘司君） ８００万を除いた残りの部分については、公的目的を果たし

ていただくために健全堅調に事業を運営していただくために、予算化をしたものと

いうことです。そのことだけ御理解を賜れば結構です。 
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〔「理解できません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） はい、ほかにございませんか。西岡委員。 

○委員（西岡晃君） 総括質疑ということで、今個別具体的な深いところまでお話し

ありましたけれども、この平成２７年度の予算の大枠を決められるにあたって、ま

あ市長は常々トリプルエンジンということで、国際交流の推進と六次産業の創出と

ジオパーク活動の推進――で、今回新たに、そこにターボを加えてということで、

それの推進力を使って定住促進プロジェクトと。まあ定住を――やはり、この美祢

市に人が住んでいただかないと、政策・施策も含めて、何も実行できないんだとい

うことの思いでこれをつくられたんだというふうに理解しております。 

そこで、２６年度の補正予算で政府が出して――まあこれも繰越明許で予算にな

っておりますけど、「まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業」ということで、１，

０００万のお金がついてます。 

ここで、２７年度から３１年度の５箇年の政策目標を掲げるんだということで、

お金がついてますけど、市長の５箇年の政策目標を具体的には、今のトリプルエン

ジンで推進していくんだとわかりますけど、最終的にどこをですね――例えば人口

を最初の第１次総合計画では、３万人を維持するんだということでしたけれど、こ

れ大前提だったと思うんですけど、まあ今の人口減少社会の中で、美祢市において

も二万六千五、六百人ぐらいまで落ちてきているところで、今回その５年間の目標。

この定住促進を掲げたということはですね、その辺の目標があるからだというふう

に思っておりますので、その辺の目標をどういうふうにお考えかお聞かせ願いたい

と思います。 

○委員長（髙木法生君） 村田市長。 

○市長（村田弘司君） 西岡委員、あれですね。大きな御質問で、いいですね。私は

この総括質問ってのは、そういう御質問を頂戴できるもんというふうに思ってまし

たから。 

美祢市総合計画の後期計画、今回お出しをしておりますけどね。これも諮問機関

のほうで十二分に練っていただいて出たものです。今回、国が求めておられる「ひ

と・しごと」等のですね、総合戦略。国がつくるから県もつくりなさいよ、市町村

もつくりなさいよということで出してます。 

そうするとですね、大きな部分でほぼ重複します。考え方が重複します。で、何
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が違うかというと、我々では五つの基本目標がありますし、それをやるために三つ

のトリプルエンジンがあって、そしていろんなことがあります。それを今度は人口

定住のため、雇用の促進とか、創出とかのためにですね、どういうふうにすればい

いかということをくくったかたちで恐らくつくらざるを得ないだろうというふうに

みてます。 

国が今後、具体的な――まあ国のほうが求められたもんですから、それに対して

国がお金出してますんで、そのものに従ったかたちでつくらざるを得ないというふ

うに思っていますんで――ただし、ベースがですね、美祢市はやっぱり我々の最高

規範――市で言えば最高憲法にあたりますね。総合計画がありますから、そこから

逸脱しないように、その中で十二分にここだけはもっと深く掘り下げたほうがいい

んじゃないかということがあれば、そこは今後市役所の中でも、そのやるための本

部をつくりますし――私が本部長になって。外部にもそのためのまた審議会をつく

っていただいてですね、そして御意見を頂戴して。しかし、いずれにしても総合計

画の後期計画、そして全体としての総合計画から逸脱しないように。ですから３万

っていうのはですね、大きな夢ではあるけれども、夢を無くさないようにいこうじ

ゃないかという理念は変わらないというふうに思ってます。 

○委員長（髙木法生君） ほかに御意見ございませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） 先ほどは何か、ちょっと答えを先に言ってしまったんですけ

ど、つい提案が先に進んでしまいましたけど、この予算の中に人材育成っていうの

が度々あります。それから、介護職の人材が少ないと。そういった面で人材育成を

どのように取り組んでおられるかというのが聞きたかったのですが、どうでしょう

か。 

○委員長（髙木法生君） 人材育成について――人材育成をどのように考えるか。（発

言する者あり）介護職員のことも言われた……（発言する者あり）介護職っていう

のは、ヘルパーとか……市の職員のことですか。市との関わりがあるんですか。介

護職というのは。そういう施設が……はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 介護職、特別にはありませんが、でもその都度出てるようで

すが、人材育成について美祢市をリードしていくリーダーが必要と思いますが、人

材育成についてお尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、村田市長。 
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○市長（村田弘司君） ちょっと、質問の意図がはっきり私、理解できないんですけ

れども、この市の福祉部局の介護職員のリーダーをつくってくれという意味ですか。

福祉事務所には、所長がおりますし、福祉の担当部長もおりますし、リーダーとし

て立派に存在しておりますけれども、どういう意図ですか。ちょっと、質問の意図

が……。 

○委員長（髙木法生君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 今、ちょっとまた先走ってしまったんですけど、この美祢市

をよくしていくためには、人材育成ってのが度々出てます。それで、美祢市を引っ

張っていくリーダー的な人――観光にしても、いまの福祉の面にしてもたくさんあ

りますが、今、福祉については、福祉のほうでということでしたが、その全般的に

見て、人材育成―――個別は無理と思いますが、美祢市を引っ張っていく人材がい

ると思いますが、その一つで介護職のことを先ほど言いましたけど、どうでしょう

か。 

○委員長（髙木法生君） 村田市長。 

○市長（村田弘司君） ちょっと僭越ながら、美祢市全体のリーダーといえば、市民

から負託を受けておる私、美祢市長と思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） はい、失礼しました。美祢市のリーダーは市長さんですが―

―ちょっと、人材育成っていうのがありましたが、ちょっと今……（発言する者あ

り）具体的にですか。具体的には介護の――先ほど言いましたように……（発言す

る者あり） 

○委員長（髙木法生君） もうちょっと考えてですね、質疑してください。困らせな

いでください、ほんと。 

○委員（三好睦子君） いや、度々出てたので、どのように取り組まれるのかなとい

うのがありまして、介護については美祢高の跡地の利用とかあるのではないかとい

う答えを先に提案をしてしまいましたけど、それについてお尋ねしたかったんです

が……。 

○委員長（髙木法生君） 本人がしっかり認識されてですね、そして伝えられないと、

説得力がなくて受けるほう側が答えがしにくいので、それでよろしくお願いします。 

○委員（三好睦子君） はい、わかりました。 
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○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認めまして、質疑を終わります。 

〔発言する者あり〕 

〔坪井委員、修正動議提出〕 

○委員長（髙木法生君） ここで、暫時休憩をいたします。 

午後４時５１分休憩 

 

午後５時５５分再開 

○委員長（髙木法生君） それでは、委員会を再開いたします。修正動議について提

案理由の説明を求めます。はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 友善会代表の坪井康男でございます。友善会３名が２７年度

当初予算減額の動議を出しましたんで、その内容と理由を御説明申し上げます。 

まず、内容ですけれども、竹材等資源活用事業というのがございます。これの指

定管理料は１，５１７万３，０００円計上されております。この指定管理料を――

―失礼しました。これは、美祢農林開発株式会社に対する指定管理料です。１，５

１７万３，０００円入って予定されておりますけれども、この予算を７１７万３，

０００円減額して８００万円のみを残すという動議の内容でございます。その理由

を申し上げます。 

美祢農林開発株式会社につきましては、もう何回も議会で議論いたしましたけれ

ども、内容的にも非常に収支が悪い。その理由は、やはり経営者が不在だと、責任

をもって経営にあたる専任の方がいらっしゃらんということ、それが大きな原因で

結局いろんな新規事業始めてもなかなか上手くいかないと。こういうことで大変な

問題を抱えておったわけですけども、この幸いにして２７年度予算で専任の経営者

を置くための原資として８００万円、これが計上されております。私どもは、この

８００万円は喜んで美祢農林開発のきちんとした経営を進めていただく方の専任と

いうことですから、喜んでこれを認めてるところであります。 

じゃあ、なぜ残りの７１７万３，０００円を減額するかと申し上げますと、結局

申し上げたように美祢農林開発については、ちゃんとした経営者がいらっしゃらな

いと。これがすべての原因だというふうに私ども認識しますので、まず、その経営
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者たる人が専任されて、その上でその予定された人がきちんとした事業計画をつく

って、責任をもってその後で、しかも事業内容の変更であれば、株式会社ですから

当然定款の変更も必要になります。そういうものを、きちんと変更した上でこの７

００万、あるいは私どもはそれ以上いいと思います。それを出したらいいではない

かと。 

したがって、この段階では定款の変更もなされてませんし、経営者もまだノミネ

ートされておりません。ですから、６月定例議会以降ですね、その新しい経営者が

専任された下で事業計画を研究開発投資等中心にして、おやりになりたいというん

なら、そのような事業計画を出していただいて、その上でならば私ども必要な額は

いくらでもお出しすることに賛成すると。単に私どもはこの７００万を反対のため

の反対をしているわけではないということを市民の皆さんにもよく御理解をいただ

きたいと思います。要すれば、きちんとした新体制の下で新しい経営者の下で事業

計画をきちんとつくって、それから、必要なものはどんどんお出しすると、そうい

う意味で今回は減額というふうにしたいと、こういう提案でございます。 

御審議の上御賛同願いたく、以上提案理由を説明いたします。 

○委員長（髙木法生君） ただいまの提出者の説明に対しまして、質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

それでは、議案第１０号平成２７年度美祢市一般会計予算の討論を行います。 

なお、修正案を含めましての討論といたしますので、よろしくお願いいたします。

はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 討論です。この一般会計の予算につきまして、内容的には賛

成する部分もあります。もちろん２つの病院を存続させていただいてるということ。

そして、また市民の皆さんの要求が少しずつでも叶ってきていますことに、本当に

感謝します―――賛成でありますが、そうしたところにもう少し予算を付けていた

だきたいという部分もあります。 

そして、今回の補正で出されてこの一般会計では、繰越明許となってますが、国

の緊急経済対策の交付金が２個出てますが―――２つ出ていますが、その中でこの

交付金の使い方、使い道、これは市民に本当に平等な―――なるべく平等、全くと
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いうことはできませんかもしれませんが、市民の誰にも行き渡るような方法をして

いただきたい。広く市民の方に行き渡るようにしていきたい、そのための方法など

問題も多いのです。 

そして、またマイナンバーについても、問題が山積みされたまま進んでいます。

これについても問題解決がないままいってます。 

そして、またさらに先ほども言いましたが―――などたくさんありますので、今

回の一般会計の予算には反対です。 

○委員長（髙木法生君） ほかに御意見はございませんか。はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 反対の後、賛成の立場から申し上げます。非常に先行き厳し

い財政見通しの中で、今年はいろんな新規事業に取り組まれておられます。やはり

私は何もしないよりは何かをやっぱチャレンジしていくということが、一番大事だ

ろうと思うんですね。そういう観点から２７年度におきましては、新規事業、それ

から事業に強弱をつけながら予算が組んであります。そのことを可として評価した

いと思います。 

それから、各論で申し上げますと、今動議が出ました。第三セクターに対する、

いわゆる予算に対して減額の要求出たわけでありますが、私は先ほども総括質疑の

中でも申し上げましたように、美祢農林開発が本来の仕事をしていくという中での、

仮にそれで赤字が出たとしても決して法に触れてないと思うんですね。それを補填

したからて。ですから、そういう立場からして、市長が言われた最低限度の予算を

組んだと、こういうふうにおっしゃったんですが、私はちょっと少な過ぎるぐらい

じゃないかなというような気がしました。 

したがいましてですね、第三セクターが新しい指針によりますと、決して財政援

助してはいけないとは書いてないんです。いろんな理由があって、それに対してや

ったらいいと援助はしてもいいと、こういうふうに示されておられます。 

したがいまして、私は総合的に賛成という立場から意見を申し上げました。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 私は先ほど動議を提案いたしましたが、７１７万３，０００

円減額という前提で本予算に賛成をいたします。理由は先ほども申したように、今

この段階で経営者が――きちんとした経営者が――専任の経営者がいらっしゃらな
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いんですよ、美祢農林開発には。そういうところに、何か新規事業だとかいってお

金を付けても、それ推進される要の人がいらっしゃらないんじゃないんですか。非

常に私単純なこと申し上げてるんです。それで、結局誰も専任の方いらっしゃらな

いでどうするんですか。林代表取締役が責任をもっておやりになると言われるんな

らば、そりゃ別です。だけど、林代表取締役はもう専任できないし、事実上経営に

タッチしておられないというようなことですからね。当然新しいこの８００万で新

しい経営者が就任されて、そして、その新しい経営者の下で事業計画をきちんと見

直して研究開発を主体にやっていくというんならば、それはそれでいくらでも必要

なお金は出せばいいと、こういうことでございますので、単にこの７００万円反対

しているんじゃないんです。市民の皆さんよくその辺を御理解ください。ぜひきち

んとした経営者の下で、しっかりしてやっていこうねというのが私どもの考え方で

すから、この点市民の皆さん含めてよく御理解いただきたいと思います。よって、

減額を前提に賛成いたします。 

○委員長（髙木法生君） ほかに御意見はございませんか。荒山委員。 

○委員（荒山光広君） 今２７年度の一般会計予算ですけれども、動議が今出されて

おりますけども、私はこの農林開発の予算につきましては、執行部も十分に説明を

されておると思いますし、今までの経緯で実は議会からも第三セクターに関する指

針というものをしっかりつくって、第三セクターのいろんな判断をしてくださいと

いうことをずっと要望しておりました。遅きに失したという部分はあるんですけど

も、この度美祢市の第三セクターに関する指針というものが――案というものが粗

方出ております。恐らく今後はこの指針にのっとって、いろんな判定なり判断がさ

れるんじゃないかなというふうに思っております。きょうの説明の中でもこれから、

その今の第三セクターが５箇年計画も立てておられますし、その中で新しい取り組

み等も考えておられます。 

そして、先ほどからありますように、人材も登用していこうということでありま

す。言ってみればこの一年、２７年度が正念場じゃないかなというふうに思ってお

ります。そういった意味で執行部が考えておられる予算でやってみて、その一年後

にまた今度は指針に沿ったいろんな判断がされるものというふうに私は理解をして

おります。今までのことを言えば、いろんな計画を立ててもなかなか現実問題とし

て、会社として厳しい状態が続いておりますけども、いろんな原点に立ち返ってや
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っていこうということでもございますし、そういった意味でこの動議には反対です

けども、この一般会計全体から見るとですね、非常に国の補正予算の関係もあって、

いろんな面で幅の広い対応がなされておりますし、この度初めて―――初めてと言

っちゃ御無礼ですけでも、本当に夢のあるような予算が立てられておるというふう

に思います。全体的にはこのターボも入ってまいりますし、全体的にこの予算執行

されれば、きっと定住も含めていろんな成果が出てくるんじゃないかなというふう

に思っております。そういった意味で、この２７年度の一般会計につきましては、

原案どおりということで賛成の意見といたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 冒頭に委員長が何ておっしゃったかよく聞こえなかったんで

すけどね。今私が動議を提出いたしました。動議の可否を決するのが先じゃないん

です。そうじゃないんです。 

○委員長（髙木法生君） 後やりますよ。後、動議の採決いたします。 

○委員（坪井康男君） されるわけ。今はとにかく全体ひっくるめて賛否を……はい、

分かりました。 

○委員長（髙木法生君） 今の動議も含めての意見等ですから。ほかにございません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 御意見なしと認めます。ここで、暫時、休憩いたします。 

午後６時１０分休憩 

 

午後６時２２分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。はい、議会事務局長。 

○議会事務局長（石田淳司君） それでは、この度提出されました修正案について、

御説明を申し上げたいと思います。修正案の内容につきましては、先ほど坪井委員

のほうから御説明があったとおりですが、若干補足説明をさせていただきたいと思

います。 

別紙のほうに款項の数字が記載された資料が付いております。議会で議決する事

件は款項の数字でありますので、その内容について記載があります。坪井委員がお

っしゃいましたように、７１７万３，０００円を商工費の部分が減額をされるとい
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うこと。さらには、予備費を７１７万３，０００円増額の修正となっております。

これによりまして、平成２７年度の当初予算の総額が１５８億３，６００万円とい

うことで、変わらないということになるということになります。先ほど修正案に対

する討論までが終わりました。これからは、修正案に対する採決、それから修正案

を除く原案に対する採決というふうになります。 

以上、説明を終わります。（発言する者あり） 

○委員長（髙木法生君） 含めてと言いましたけど。 

○議会事務局長（石田淳司君） 再度補足説明いたしますが、この度出された動議と

いいますのは、平成２７年度一般会計予算の修正案であります。ただいま、議題と

なっておりますのが平成２７年度当初予算でありますので、一体的な討論を委員長

がお求めになったということでありますので、その討論が行われたというふうに思

っております。再度繰り返しますが、これからの採決につきましては、まず、修正

案に対しての採決というふうになります。仮に修正案が可決をされましたら、修正

案を除く一般会計原案、修正案を除く部分の一般会計原案について、採決するとい

うことになります。仮に修正案が否決になりましたら、修正案はもうなくなったと

いうことでありますので、市長からの提出されました原案が採決されるということ

になります。 

以上です。 

〔「討論はないんですか。」と呼ぶ者あり〕 

〔「討論は先ほど終わったと思います。」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 先ほどは平成２７年度の一般会計の予算と修正案を含めて

討論をお願いしますと、前もって言ったはずです。ここで、採決の前に西岡委員か

らの発言がございますので許します。 

○委員（西岡 晃君） 済みません。討論はもう終わったということですけれども、

採決の前に休憩をとっていただいて、若干会派で話をさせていただきました。ぜひ

委員長におかれましては、本会議の委員長報告でぜひ付け加えていっていただきた

いということで、先ほど坪井委員から修正動議が出されましたけれども、坪井委員

の発言については、一部賛同すべきところもありますが、今市民の目も厳しく、農

林開発に対しての市民の目も厳しい折、やはり今回、議会からお願いしたとおりの

専任の管理者を置いていただけるということで、その管理者によって７００万――
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―４００万ぐらいは赤字補填だと先ほど市長言われましたけれども、３００万の開

発費ということを価値のある３００万に変えていただくように、その管理者にお願

いしたいというふうに思っております。 

そして、予算が十分に活用されて、１年後には先ほど荒山委員が言われたとおり、

２７年度が正念場の農林開発の事業になってくるかというふうに思っておりますの

で、この１年を十分使っていただいて、商品開発をして、市民の目に見えるかたち

の農林開発の活動をぜひしていただきたいということをお願いして、委員長のほう

にも本会議の委員長報告で付け加えていただくことをお願いいたしまして、私ども

の会派といたしましては、原案のとおり賛成することということでお願いしたいと

いうふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（髙木法生君） それでは、これより議案第１０号平成２７年度美祢市一般

会計予算に対する修正案について、採決いたします。本修正案について、賛成の方

の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（髙木法生君） 挙手少数であります。よって、議案第１０号平成２７年度

美祢市一般会計予算に対する修正案は否決されました。 

それでは、平成２７年度美祢市一般会計予算を採決いたします。本案について、

原案のとおり決する方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（髙木法生君） 挙手多数であります。よって、議案第１０号は原案のとお

り可決されました。 

以上をもちまして、本会議で本委員会に付託されました議案２件につきましての

審査を終了いたしました。 

その他委員の皆様から何かございましたら、御発言をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） ないようでしたら、これにて本委員会を閉会いたします。

御審査、御協力、誠にありがとうございました。お疲れ様でございました。 

午後６時３０分閉会 
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